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公
益
財
団
法
人
全
国
教
誨
師
連
盟
理
事
会
に
お
け
る
挨
拶

法
務
省
矯
正
局
長
　 

大
　
　
橋
　
　
　
　
　
哲

公
益
財
団
法
人
全
国
教
誨
師
連
盟
理
事
会
の
開
催
に
当
た
り
、
一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
矯
正
行
政
へ
の
深
い
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、
ま
ず
は
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
矯
正
施
設
に
お
け
る
教
誨
活
動
の
み
な
ら
ず
、
貴
連
盟
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
役
員

と
し
て
一
方
な
ら
ぬ
御
尽
力
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

本
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
、
犯
罪
防
止
・
刑
事
司
法
分
野
に
お
け
る
国
連
最
大
の
国
際
会
議
で
あ
る
京
都
コ
ン
グ
レ
ス
に

つ
き
ま
し
て
は
、
我
が
国
の
矯
正
施
設
の
取
組
を
国
際
社
会
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
開
催
式

に
お
い
て
、
貴
連
盟
の
大
谷
総
裁
に
御
臨
席
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

矯
正
施
設
に
お
い
て
は
、被
収
容
者
の
改
善
更
生
・
円
滑
な
社
会
復
帰
を
図
る
上
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
民
間
協
力
者
の
方
々

と
の
適
切
な
役
割
分
担
、
効
果
的
な
連
携
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
矯
正
の
最
も
身
近
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
教
誨
師
の
皆
様
の
豊
富
な
経
験
、
高
い
見
識
に
基
づ
く
活
動
は
、

彼
ら
の
人
生
に
大
き
な
希
望
を
与
え
、
犯
罪
を
繰
り
返
さ
な
い
決
意
を
強
固
な
も
の
に
す
る
非
常
に
重
要
な
取
組
で
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
、
被
収
容
者
の
改
善
更
生
、
社
会
復
帰
に
向
け
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
の
事
業
内
容
を
含
め
、
多
く
の
重
要
課
題
が
話
し
合
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
成
果
が
今
後
の
貴
連
盟
の
一
層
の
発
展
に
資
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
活
躍
並
び
に
貴
連
盟
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
三
年
五
月
一
四
日
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◎
「
役
員
等
改
選
」
に
つ
い
て

六
月
一
六
日
の
評
議
員
会
（
み
な
し
会
議
）
に
お
い
て
、

辞
任
し
た
理
事
一
人
の
後
任
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お

任
期
は
残
余
期
間
で
あ
る
令
和
四
年
六
月
に
開
催
さ
れ
る

定
時
評
議
員
会
終
結
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

辞
任
し
た
理
事

　

稲
生　

隆
信
（
令
和
二
年
七
月
辞
任
）

新
理
事
（
名
古
屋
管
区
）

　

岩
峅　

勝
乗

◎
「
協
賛
寄
附
金
」
に
つ
い
て

協
賛
寄
附
金
は
平
成
二
九
年
度
秋
か
ら
本
格
的
な
募
金

活
動
を
し
て
、
令
和
二
年
度
は
四
年
目
と
な
り
ま
す
。

表
の
と
お
り
、
令
和
二
年
度
は
令
和
元
年
度
と
比
較
し

て
、
総
額
は
減
収
し
て
い
ま
す
が
、
寄
附
件
数
は
増
加
し

て
お
り
制
度
が
定
着
し
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
令

和
元
年
度
は
前
総
裁
様
か
ら
三
〇
〇
万
円
の
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
単
純
に
令
和
元
年
の
総
額
か
ら

三
〇
〇
万
円
減
額
す
る
と
、
令
和
二
年
は
約
六
五
万
円
の

増
額
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
寄
附
金
は
七
割
を
地
方
研
修
委
託
費
と
し
て
、
二

割
を
管
区
管
理
事
務
費
と
し
て
募
金
活
動
を
し
た
管
区
連

盟
へ
予
算
配
分
し
ま
す
。

研
修
実
施
前
の
打
合
せ
会
議
の
旅
費
に
つ
い
て
も
、
こ

こ
に
加
え
て
も
ら
っ
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
予

算
執
行
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
「
協
賛
寄
附
金
勧
募
者
に
対
す
る
連
絡
」
に
つ
い
て

協
賛
寄
附
金
募
金
を
受
付
け
た
全
国
教
誨
連
盟
か
ら
寄

附
募
金
勧
募
者
に
対
し
、
寄
附
者
の
氏
名
や
金
額
等
を
報

告
し
て
い
ま
せ
ん
。

先
般
、「
勧
募
者
（
教
誨
師
）
か
ら
寄
附
し
て
い
た
だ

い
た
方
に
直
接
お
礼
を
述
べ
た
い
と
思
っ
て
も
誰
が
寄
附

し
て
い
た
だ
い
た
か
分
か
ら
ず
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

寄
附
募
金
を
拡
大
し
て
行
く
た
め
に
は
、
勧
募
者
が
直
接

お
礼
述
べ
る
必
要
が
有
る
と
思
う
。」
と
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
事
務
局
か
ら
は
、
名
古
屋
管
区
教
会
師
会
に
同

管
区
の
寄
附
状
況
を
要
請
に
応
じ
て
デ
ー
タ
を
送
信
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
各
管
区
に
寄
附
状
況
を
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
勧
募
者
に
対
し
て
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
振
込
支
払
表
の
コ
ピ
ー
を
送
信
す
る
こ
と
を
検

討
い
た
し
ま
し
た
が
、
誤
送
信
の
可
能
性
を
考
慮
し
、
寄

附
状
況
の
問
い
合
わ
せ
は
、
各
管
区
事
務
局
か
直
接
メ
ー

ル
で
全
連
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
メ
ー
ル
で

返
信
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

◎
税
額
控
除
に
つ
い
て

全
国
教
誨
師
連
盟
は
税
額
控
除
対
象
法
人
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

税
額
控
除
対
象
法
人
は
、
寄
附
者
の
善
意
に
応
え
る
と

と
も
に
、
多
く
の
人
々
に
支
持
さ
れ
る
組
織
で
あ
る
こ
と

を
社
会
に
示
し
、
公
益
性
の
あ
る
組
織
で
あ
る
こ
と
の
証

明
で
も
あ
り
ま
す
。

税
額
控
除
対
象
法
人
へ
の
寄
附
は
、
一
定
の
制
約
が
あ

り
ま
す
が
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
寄
附
金
額
か

ら
二
千
円
を
控
除
し
た
金
額
の
四
〇
％
の
金
額
が
所
得

税
か
ら
控
除
（
税
金
が
戻
さ
れ
る
）
さ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
一
万
円
を
寄
附
し
た
場
合
、
三
、二
〇
〇
円
の
税
額

が
戻
り
ま
す
の
で
、
実
質
六
、八
〇
〇
円
を
寄
附
し
た
こ

と
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。
五
万
円
を
寄
附
し
た
場
合
、
実

質
三
〇
、八
〇
〇
円
の
寄
附
を
し
た
こ
と
と
同
じ
に
な
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
氏
子
・
檀
家
・
信
者
等
の
知
人
に
説

明
し
、
寄
附
を
募
っ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

◎	

中
央
研
修
会
に
つ
い
て

令
和
三
年
度
の
中
央
研
修
会
は
、
新
任
教
誨
師
を
対
象

に
令
和
三
年
一
〇
月
二
八
日
（
木
）
か
ら
同
一
〇
月
三
〇

日
（
土
）
の
三
日
間
、
実
施
場
所
は
一
日
目
法
務
省
大
会

議
（
千
代
田
区
）、
二
・
三
日
目
神
社
本
庁
大
会
議
室
（
渋

谷
区
）
で
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
リ
モ
ー
ト
研
修
等
に
変

更
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

◎
地
方
研
修
会
に
つ
い
て
（
令
和
三
年
六
月
現
在
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
地
方
大
会
の
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中
止　
　

札
幌
管
区　

仙
台
管
区　

東
京
管
区　

　
　
　
　

名
古
屋
管
区　

広
島
管
区　

高
松
管
区

　
　
　
　

福
岡
管
区

令和2年度
管区連盟 件数 寄附金額
札 幌 47 420,000

仙 台 12 130,000

東 京 60 845,000

名古屋 99 1,543,000

大 阪 19 668,000

広 島 19 166,000

高 松 11 140,000

福 岡 17 165,000

本 部 0 0

合 計 284 4,077,000
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実
施
予
定　
　

大
阪
管
区

◎	
国
内
自
主
研
修
会
に
つ
い
て

本
年
度
の
教
誨
師
国
内
自
主
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
開
催
を
中
止

し
ま
す
。

◎
「
矯
正
展
」
に
お
け
る
広
報
活
動
に
つ
い
て

矯
正
展
等
に
お
い
て
教
誨
師
の
活
動
を
広
報
す
る
ア
イ

テ
ム
と
し
て
大
判
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
風
ポ
ス
タ
ー
、
Ａ

４
三
つ
折
り
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
メ
モ
帳
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
風
ポ
ス
タ
ー
は
各
管
区
事
務
局
に

置
き
、
必
要
の
都
度
貸
し
出
す
よ
う
に
し
て
も
ら
う
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。
電
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
全
国
教
誨
師
連
盟
の
事
務
局
か
ら
直
送
し
、
メ

モ
帳
は
制
作
を
依
頼
し
た
前
橋
刑
務
所
か
ら
送
料
着
払
い

で
送
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

広
報
活
動
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
管
区
管
理
事
務

費
を
充
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
矯
正
展

の
中
止
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
で
す
が
、
実
施
さ
れ
る

場
合
は
、
是
非
広
報
活
動
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ

ま
す
。

◎
国
連
犯
罪
防
止
刑
事
司
法
会
議
（
京
都
コ
ン
グ
レ
ス
）

に
つ
い
て

令
和
二
年
四
月
の
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
た

第
一
四
回
の
京
都
コ
ン
グ
レ
ス
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
を
受
け
て
直
前
で
開
催
延
期
と

な
り
、
令
和
三
年
三
月
七
日
か
ら
同
一
二
日
ま
で
の
六
日

間
に
変
更
し
、
京
都
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
は
五
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
犯
罪
防
止
・
刑
事

司
法
分
野
に
お
け
る
国
連
最
大
の
国
際
会
議
で
、
事
務
局

は
、
国
連
薬
物
・
犯
罪
事
務
所
が
務
め
、
日
本
で
の
開
催

は
五
〇
年
ぶ
り
で
す
。

コ
ン
グ
レ
ス
で
は
、
犯
罪
防
止
・
刑
事
司
法
分
野
の
専

門
家
が
、
世
界
の
犯
罪
防
止
・
刑
事
司
法
分
野
の
諸
課
題

に
つ
い
て
議
論
し
つ
つ
、
そ
の
知
見
を
共
有
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る

国
際
協
力
を
促
進
し
、
よ
り
安
全
な
世
界
を
目
指
し
て
協

働
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

京
都
コ
ン
グ
レ
ス
開
会
式
に
は
、
大
谷
光
淳
総
裁
、
中

川
文
隆
理
事
長
・
竹
岡
郁
雄
副
理
事
長
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
理
事
長
・
副
理
事
長
の
ご
案
内
で
総
裁

に
は
展
示
場
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
教
誨
師

連
盟
の
計
画
と

し
て
は
、
総
裁

に
西
本
願
寺
で

の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
企
画
し
て

い
た
だ
き
、
コ

ン
グ
レ
ス
参
加

者
の
皆
様
に
日

本
文
化
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、

一
〇
〇
〇
年
以

上
前
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
日
本

の
宗
教
教
誨
の

説
明
文
を
英
語

に
翻
訳
す
る
な

ど
準
備
を
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
会
日
程
の
短
縮
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
か
ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
五
〇

年
前
に
開
催
さ
れ
た
日
本
で
の
コ
ン
グ
レ
ス
の
際
も
、
西

本
願
寺
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回

も
各
国
の
大
使
館
員
や
国
連
関
係
者
・
法
務
省
職
員
と
の

打
合
せ
や
参
観
コ
ー
ス
の
下
見
も
終
了
し
て
い
た
の
で
、

私
達
と
同
様
に
コ
ン
グ
レ
ス
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

も
と
て
も
残
念
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
展
示
ブ
ー
ス
に
お
い
て
は
計
画
通
り
、
教
誨

紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、
教
誨
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
英
語
版

の
配
布
、
教
誨
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
、
仏
教
伝
道
協
会
等

か
ら
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
書
籍
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
を
行
い
、
全
国
教
誨
師
連
盟
は
被
収
容
者
の
た
め
に
教

誨
活
動
を
行
い
、
各
教
宗
派
が
力
を
合
わ
せ
て
運
営
し
て

い
る
世
界
に
も
類
を
見
な
い
組
織
で
あ
る
こ
と
を
発
信
し

ま
し
た
。

当
初
の
予
定
で
は
一
三
五
カ
国
六
千
人
の
方
々
が
来
場

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と

し
て
リ
モ
ー
ト
会
議
を
併
用
し
た
こ
と
で
、
一
五
カ
国

二
千
人
程
度
の
来
場
者
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
教
誨
師
連
盟
の
ブ
ー
ス
で
読
売
新
聞
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
け
、
読
売
新
聞
令
和
三
年
三
月
一
〇
日
夕
刊

（
関
西
版
）
に
「
教
誨
師　

受
刑
者
導
く
『
ど
ん
な
人
生

も
や
り
直
せ
る
』
京
都
コ
ン
グ
レ
ス
で
活
動
紹
介
」
と
題

し
て
大
き
く
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
展
示
を
行
っ
た
こ
と
で

思
わ
ぬ
広
報
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
開
催
に
あ
た
り
事
務
手
続
き

や
展
示
場
の
設
営
や
撤
収
等
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
法

務
省
矯
正
局
国
際
係
の
皆
さ
ま
、
西
本
願
寺
社
会
部
の
皆

さ
ま
、
全
連
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
委
員
会
の
皆
さ
ま
に
、
こ
の
場

右
か
ら

中
川
理
事
長
・
大
谷
総
裁
・
竹
岡
副
理
事
長
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を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
リ
モ
ー
ト
会
議
の
報
酬
と
日
当
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
は
、
感
染
症
拡
大
感
染
防
止
対
策
と
し
て

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
働
き
方
改
革
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク

の
推
進
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会

議
（
テ
レ
ビ
会
議
）
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と
リ
ア
ル
会
議

（
通
常
の
参
加
者
が
一
同
に
介
し
て
実
施
す
る
会
議
）
を

併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
会
議
も
認
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
連
盟
に
お
い
て
も
今
後
は
リ
ア
ル
会
議
・

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
会
議
を
そ
の
時
の
状

況
に
応
じ
て
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
評
議
員
や

役
員
に
支
給
す
る
報
酬
、
委
員
に
支
給
す
る
日
当
に
つ
い

て
、
令
和
三
年
五
月
一
四
日
に
神
社
本
庁
会
議
室
を
お
借

り
し
て
実
施
し
た
第
三
三
回
理
事
会
で
下
記
の
通
り
と
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

記

１　

評
議
員
・
役
員
の
リ
ア
ル
会
議
出
席
者
に
は
、「
役

員
及
び
評
議
員
の
報
酬
並
び
に
費
用
に
関
す
る
規
程
」

に
基
づ
き
支
給
す
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
出
席
者
に

つ
い
て
は
、
定
め
ら
れ
た
報
酬
を
支
給
し
、
そ
の
他
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
を
行
う
上
で
生
じ
た
費
用
（
電
気
代
・

通
信
費
等
）
は
支
払
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

２　

評
議
員
・
役
員
・
会
員
及
び
職
員
等
の
連
盟
の
用
務

に
就
く
も
の
に
支
給
す
る
日
当
に
つ
い
て
は
「
会
員
等

に
支
給
す
る
旅
費
に
関
す
る
規
程
」
に
基
づ
き
日
当
を

支
給
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
用
務
に
あ
っ
た
場
合
の
費
用

（
電
気
代
・
通
信
費
等
）
は
、
日
当
（
少
額
の
諸
雑
費
）

に
含
ま
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
と
し
た
。

３　

オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
者
に
対
す
る
報
酬
・
日
当
の
支
給

方
法
に
つ
い
て

　
　

報
酬
・
日
当
が
発
生
す
る
ご
と
に
振
込
を
行
う
と
事

務
手
続
き
が
煩
雑
に
な
る
こ
と
か
ら
、
概
ね
四
半
期
毎

に
ま
と
め
個
人
の
口
座
に
振
り
込
む
こ
と
と
し
た
。

◎
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
中
の
施
設
で
の
教
誨
活
動
に
つ

い
て

緊
急
事
態
宣
言
等
の
発
令
中
、
或
い
は
施
設
職
員
や
被

収
容
者
が
発
症
し
た
場
合
等
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
活
発
な

教
誨
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

教
誨
を
求
め
て
い
る
被
収
容
者
に
対
し
て
何
も
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
私
達
宗
教
家
に
と
っ
て
は
不
本
意
で

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
最
初
に
リ
モ
ー
ト
教
誨
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
が
、
矯
正
施
設
内
の
被
収
容
者
の
生
活
圏
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
つ
な
が
ら
な
い
施
設
が
多
い
こ
と
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
場
合
は
個
人
情
報
流
失
の
恐
れ

が
あ
る
こ
と
等
、
現
在
の
状
況
で
は
法
的
・
物
理
的
制
限

を
ク
リ
ヤ
ー
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
リ
モ
ー
ト
教
誨
の
実

施
は
困
難
で
有
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

次
に
、
教
誨
は
面
前
で
行
う
こ
と
で
そ
の
効
果
が
大
き

い
も
の
で
有
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
信

書
に
よ
る
教
誨
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

信
書
に
よ
る
教
誨
（
以
下
信
書
教
誨
と
い
う
）
に
つ
い

て
信
書
教
誨
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
と
し

て
は
、

１　

矯
正
施
設
に
お
け
る
信
書
に
は
、
法
で
定
め
ら
れ
た

規
則
が
あ
り
、
教
誨
活
動
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
な

配
慮
は
な
い
こ
と
（
手
続
・
回
数
・
検
閲
）。
例
え
ば
、

信
書
の
発
受
の
際
は
職
員
の
指
示
に
従
い
、
一
般
の
信

書
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
手
渡
し
な
ど
は
で

き
ず
、
郵
送
に
よ
る
発
受
信
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
等
、
教
誨
師
が
現
行
法
令
上
の
信
書
の
規
則
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

２　

被
収
容
者
の
個
人
情
報
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。

⑴　

教
誨
師
が
受
信
し
た
信
書
（
被
収
容
者
が
書
い
た

信
書
）
そ
の
も
の
を
公
開
で
き
な
い
こ
と
。

⑵　

被
収
容
者
が
受
信
し
た
信
書
（
教
誨
師
が
書
い
た

信
書
）
は
他
の
被
収
容
者
が
読
む
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
考
え
、
被
収
容
者
の
個
人
情
報
が
漏
れ
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
信
書
を
書
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

３　

教
誨
師
自
身
の
個
人
情
報
等
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
。

⑴　

教
誨
師
の
住
所
が
該
当
被
収
容
者
や
他
の
被
収
容

者
に
は
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
。
出
所
後
訪
問
さ
れ
金
品
等
の
要
求
等
を
防
ぐ
た

読売新聞 令和3年3月10日 夕刊（関西版） 掲載記事
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� 

令
和
二
年
度
事
業
報
告

一　

教
誨
師
研
修
会
関
係

１　

第
五
五
回
教
誨
師
中
央
研
修
会
（
研
修
会
は
中
止
、

記
録
誌
を
発
行
予
定
）

開
催
日	

令
和
二
年
一
〇
月
八
日
～
九
日

場　

所	

東
京
都
千
代
田
区　

法
務
省
地
下
大
会
議

室

参
加
予
定
人
員　

八
〇
名

２　

第
五
六
回
札
幌
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
大
会（
中
止
）

開
催
日	

令
和
二
年
六
月
一
六
日
～
一
七
日

場　

所	

北
海
道
函
館
市　

参
加
予
定
人
員　

九
〇
名

３　

第
六
二
回
仙
台
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
山
形
大
会

（
中
止
）

開
催
日	

令
和
二
年
一
〇
月
一
五
日
～
一
六
日

場　

所	

山
形
県
山
形
市

参
加
予
定
人
員　

八
〇
名

４　

第
六
三
回
東
京
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
群
馬
大
会

（
中
止
）

開
催
日	
令
和
二
年
六
月
二
三
日
～
二
四
日

場　

所	
群
馬
県
渋
川
市

参
加
予
定
人
員　

二
九
〇
名

５　

第
六
四
回
名
古
屋
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
大
会
（
近

代
宗
教
教
誨
一
五
〇
周
年
記
念
）（
Ｊ
Ｋ
Ａ
補
助
事

業
）（
延
期
後
実
施
）

開
催
日	

令
和
二
年
一
二
月
九
日

場　

所	

愛
知
県
名
古
屋
市　

ホ
テ
ル
名
古
屋

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

参
加
者	

総
数　

七
五
名

	

教
誨
師
六
六
名
・
全
国
教
誨
師
連
盟
及
び

Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
委
員
会
六
名
・
矯
正
施
設
関

係
者
三
名

主　

題　

「
安
ら
ぎ
の
心
を
求
め
て
」

副　

題　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
想
定
し
た 

　

～
新
し
い
生
活
様
式
～
の
実
践
に
即

　

し
た
教
誨
・
研
修
会
等
の
在
り
方
及
び

　

教
誨
啓
発
に
つ
い
て
」

目　

的

　
　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
七
月
に
鵜
飼
啓
潭

師
が
名
古
屋
監
獄
に
お
い
て
囚
人
教
化
の
認
可
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
始
ま
っ
た
、
近
代
宗
教
教
誨

が
令
和
四
年
に
は
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
。

　
　

そ
の
長
い
年
月
の
間
に
は
い
く
つ
か
の
感
染
症

と
の
闘
い
が
あ
っ
た
。
今
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
な
か
、
先
人
達
の
熱
き
歩
を
感

じ
つ
つ
、
今
我
々
が
出
来
る
最
善
の
活
動
を
模
索

し
、
ま
た
、
本
年
新
た
に
全
国
教
誨
師
連
盟
が
取

り
組
ん
だ
被
収
容
者
向
け
「
教
誨
活
動
紹
介
Ｄ
Ｖ

Ｄ
」
の
活
用
状
況
を
検
証
し
、
更
な
る
発
展
を
願

い
こ
の
研
修
大
会
を
開
催
す
る
。

全
体
討
議　

　

課
題
１　

教
誨
活
動
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
心
の
や
す
ら

　
　
　
　

ぎ
を
も
と
め
て
」
に
つ
い
て

　

課
題
２　

新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
教
誨
、

　
　
　
　

研
修
会
等
の
開
催
方
法
に
つ
い
て

　

講　

師　

教
誨
活
動
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
心
の
や
す
ら

　
　
　
　

ぎ
を
も
と
め
て
」
監
督
（
映
像
制
作　

　
　
　
　

武
蔵
野
美
術
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

田　
　
　

晃　

氏

成　

果

　
　

本
大
会
は
大
会
テ
ー
マ
「
安
ら
ぎ
の
心
を
求
め

め
。

⑵　

金
品
の
差
し
入
れ
、
保
証
人
、
引
受
人
、
第
三
者

へ
の
伝
言
、
出
所
後
の
世
話
、
矯
正
施
設
に
対
す
る

苦
情
の
申
し
入
れ
等
の
要
求
に
は
絶
対
に
応
え
て
は

な
ら
な
い
こ
と
。
教
誨
に
関
す
る
内
容
だ
け
の
信
書

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
前
記
要
求
に
対

す
る
問
答
集
を
作
成
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
。

⑶　

３
の
⑴
の
を
担
保
す
る
た
め
に
、
全
連
の
住
所
で

や
り
取
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
教
誨
師
を
守
る
た
め
に
は
、
教
誨
師
の
承

諾
の
元
、
全
連
で
発
受
信
信
書
の
コ
ピ
ー
を
と
る
こ

と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

４　

施
設
教
誨
担
当
者
の
業
務
を
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
。

⑴　

教
誨
師
担
当
職
員
を
介
し
て
信
書
の
発
信
を
依
頼

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。

⑵　

被
収
容
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
が
わ
か
ら
な
い
場
合
、

教
誨
受
講
者
◯
◯
様
宛
で
発
信
す
る
こ
と
を
矯
正
局

と
協
議
し
許
可
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

　
　

こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
矯
正
局
と
協
議
し
た
と

こ
ろ
、
宛
先
に
つ
い
て
「
教
誨
受
講
者
◯
◯
様
宛
」

と
記
載
し
た
際
の
施
設
の
許
可
否
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
実
情
に
応
じ
て
異
な
る
こ
と
か
ら
、
矯
正
局
か

ら
統
一
し
た
処
理
の
仕
方
を
指
示
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
施
設
教
誨
師
会
が
そ
れ
ぞ
れ
に
各
施
設
に
申
し

入
れ
て
ほ
し
い
旨
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　
　

理
事
会
で
は
、
施
設
が
行
う
信
書
の
検
閲
の
段
階
で
、

教
誨
以
外
の
信
書
内
容
だ
っ
た
場
合
に
は
そ
の
発
受
信

を
中
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
等
、
矯
正
局
と
さ
ら

な
る
協
議
を
行
い
、
問
題
点
を
解
決
し
て
行
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。
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て
」、
サ
ブ
テ
ー
マ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

想
定
し
た
～
新
し
い
生
活
様
式
～
の
実
践
に
即
し

た
教
誨
・
研
修
会
等
の
在
り
方
及
び
教
誨
啓
発
に

つ
い
て
」
の
も
と
、
近
代
宗
教
教
誨
一
五
〇
周
年

記
念
と
位
置
付
け
、
長
い
月
日
の
中
で
、
先
人
達

が
感
染
症
と
闘
い
な
が
ら
教
誨
活
動
を
続
け
て
来

た
そ
の
熱
き
想
い
を
感
じ
、
我
々
が
今
出
来
る
活

動
を
模
索
し
、
二
つ
の
課
題
に
つ
い
て
、
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
基
に
、
全
体
討
議
を
行
っ
た
。

　
　

特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
て
、
十
二
分
な
防
止
策
を
講

じ
た
う
え
、
活
発
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。
研
修
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
ま
ず
課
題
１
に
つ
い

て
、
大
田
晃
氏
の
「
対
象
と
な
る
被
収
容
者
の
こ

と
を
思
い
、
制
作
に
臨
ん
だ
」
と
の
言
葉
に
、
多

く
の
参
加
者
が
感
銘
を
受
け
た
。「
各
自
が
先
生

の
思
い
を
共
有
し
、
施
設
に
対
し
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

活
発
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
働
き
掛
け
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
内
容
も
多
く
見
受
け
ら

れ
た
。

　
　

少
年
施
設
所
属
の
教
誨
師
か
ら
は
、「
少
年
院

で
は
教
育
を
通
し
て
改
善
更
生
を
図
っ
て
い
る
の

で
、
宗
教
を
前
面
に
健
全
な
心
の
育
成
を
図
る
こ

と
は
難
し
い
。
し
か
し
道
徳
の
理
念
が
不
確
定
な

も
の
で
あ
る
以
上
、
宗
教
が
持
っ
て
い
る
理
念
、

自
己
を
見
つ
め
、
心
と
心
を
結
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

を
伝
え
る
こ
と
は
出
来
る
。
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
少
年

た
ち
の
気
づ
き
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
　

ま
た
、
課
題
２
に
つ
い
て
は
本
研
修
会
の
感
染

防
止
対
策
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
大
会
を

手
本
と
し
、
研
修
会
等
を
計
画
す
る
。
教
誨
に
つ

い
て
は
自
己
管
理
を
徹
底
し
、
施
設
の
予
防
策
以

上
に
対
策
を
整
え
、
実
施
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
と
、
前
向
き
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　
　

感
染
の
不
安
が
あ
る
中
、
参
加
者
は
被
収
容
者

の
こ
と
を
思
い
、
熱
心
に
討
議
研
鑽
さ
れ
た
研
修

会
で
あ
っ
た
。

６　

第
六
八
回
大
阪
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
大
会（
中
止
）

開
催
日	

令
和
二
年
一
〇
月
二
日

場　

所	

大
阪
府
大
阪
市

参
加
予
定
人
員　

一
三
〇
名

７　

第
四
五
回
広
島
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
大
会（
中
止
）

開
催
日	

令
和
二
年
六
月
一
八
日
～
一
九
日

場　

所	

鳥
取
県
鳥
取
市　

参
加
予
定
人
員　

一
〇
〇
名

８　

令
和
二
年
度
高
松
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
会（
中
止
）

開
催
日	

令
和
二
年
七
月
二
日

場　

所	

香
川
県
高
松
市

参
加
予
定
人
員　

四
五
名

９　

第
三
八
回
全
国
教
誨
師
大
会
（
第
二
二
回
福
岡
矯
正

管
区
教
誨
師
研
修
会
）（
中
止
）

開
催
日	
令
和
二
年
一
一
月
一
〇
日
～
一
一
日

場　

所	
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

参
加
予
定
人
員　

五
〇
〇
名

10　

第
三
回
国
内
自
主
研
修
会
（
中
止
）

開
催
日	

未
定

場　

所	

未
定

参
加
予
定
人
員　

二
〇
名

11　

新
任
教
誨
師
研
修

開
催
日	

各
施
設
教
誨
師
会
に
お
い
て
設
定

場　

所	

各
地

参
加
予
定
人
員　

八
〇
名

二　

連
絡
調
整
関
係

１　

宗
団
代
表
者
と
の
連
絡
協
議
会（
京
都
部
会
）（
中
止
）

開
催
日	

令
和
二
年
七
月

場　

所	

京
都
府
京
都
市　

西
本
願
寺
会
議
室

２　

宗
団
代
表
者
と
の
連
絡
協
議
会
（
東
京
部
会
）

開
催
日	

令
和
二
年
九
月
二
九
日

場　

所	

東
京
都
渋
谷
区　

神
社
本
庁
会
議
室

出
席
者	

総
数　

二
七
名

　
　
　
　

宗
団
代
表
者　

一
〇
教
宗
団　

一
五
名

　
　
　
　

全
国
教
誨
師
連
盟　

一
二
名

議　

事
ア　

全
国
教
誨
師
連
盟
報
告
事
項

○
令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告

に
つ
い
て

○
令
和
二
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ

い
て

○
周
年
大
会
の
在
り
方
及
び
近
代
教
誨
一
五
〇

年
に
つ
い
て

○
研
修
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
つ
い
て

○
京
都
コ
ン
グ
レ
ス
二
〇
二
〇
に
つ
い
て

○
教
誨
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
心
の
や
す
ら
ぎ
を
も
と

め
て
」
に
つ
い
て

○
Ｊ
Ｋ
Ａ
（
旧
自
転
車
振
興
会
）
か
ら
の
補
助

に
つ
い
て

○
令
和
二
年
度
宗
団
賛
助
金
収
納
状
況
に
つ
い

て
○
そ
の
他

イ　

協
議
題

○
教
宗
団
内
に
お
け
る
研
修
状
況
等
に
つ
い
て

○
そ
の
他
当
面
の
諸
問
題
に
つ
い
て

３　

第
八
回
法
務
省
矯
正
局
と
の
意
見
交
換
会
（
中
止
）
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開
催
日	

令
和
二
年
一
二
月
一
一
日

場　

所	

東
京
都
千
代
田
区　

法
務
省
矯
正
局
一
四

階
会
議
室

出
席
予
定
者　

法
務
省
矯
正
局　
　

一
〇
名

　
　
　
　
　
　

全
国
教
誨
師
連
盟　

一
一
名

協
議
事
項

・
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
下
に
お
け
る
教
誨
活
動

に
つ
い
て

三　

顕
彰
関
係

生
存
者
叙
勲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
名

藍
綬
褒
章　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
名

全
国
教
誨
師
連
盟
総
裁
表
彰　
　
　
　

一
九
名

法
務
大
臣
感
謝
状　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
名

日
本
宗
教
連
盟
理
事
長
感
謝
状　
　
　

一
二
名

全
国
教
誨
師
連
盟
理
事
長
感
謝
状　
　

五
四
名

　

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
御
芳
名
は
別
掲
の
と
お

り
で
す
。

四　

各
種
刊
行
物
等
の
発
行

１　

教
誨
師
連
盟
だ
よ
り
№
五
九
・
六
〇
号

　
　

令
和
二
年
七
月
及
び
令
和
三
年
一
月
に
発
行
。

２　

教
誨
あ
れ
こ
れ
第
六
号

　
　

令
和
二
年
七
月
に
発
行
。

３　

京
都
コ
ン
グ
レ
ス
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
　

令
和
三
年
三
月
に
発
行
。

４　

「
教
誨
」
特
別
号

　
　

発
行
予
定
。

五　

公
益
事
業
関
係
会
議

○
教
誨
師
中
央
研
修
会
関
係

１　

企
画
委
員
会

開
催
日	

令
和
二
年
七
月
二
七
日

場　

所	

東
京
都
中
野
区　

矯
正
会
館
会
議
室

出
席
者	

総
数　

一
一
名

議　

事　

「
教
誨
」
特
別
号
の
作
成
に
つ
い
て

２　

企
画
委
員
会

開
催
日	

令
和
二
年
一
〇
月
九
日

場　

所	

東
京
都
中
野
区　

矯
正
会
館
会
議
室

出
席
者	

総
数　

一
〇
名

議　

事　

「
教
誨
」
特
別
号
の
作
成
に
つ
い
て

３　

企
画
委
員
会

開
催
日	

令
和
二
年
一
〇
月
三
〇
日

場　

所	

東
京
都
中
野
区　

矯
正
会
館
会
議
室

出
席
者	

総
数　

六
名

議　

事　

「
教
誨
」
特
別
号
の
作
成
に
つ
い
て

４　

企
画
委
員
会

開
催
日	

令
和
二
年
一
一
月
一
二
日

場　

所	

東
京
都
中
野
区　

矯
正
会
館
会
議
室

出
席
者	

総
数　

一
〇
名

議　

事　

「
教
誨
」
特
別
号
の
作
成
に
つ
い
て

５　

企
画
委
員
会

開
催
日	
令
和
二
年
一
一
月
二
六
日

場　

所	

東
京
都
中
野
区　

矯
正
会
館
会
議
室

出
席
者	

総
数　

九
名

議　

事　

「
教
誨
」
特
別
号
の
作
成
に
つ
い
て

６　

企
画
委
員
会

開
催
日	

令
和
二
年
一
二
月
一
四
日

場　

所	

東
京
都
中
野
区　

矯
正
会
館
会
議
室

出
席
者	

総
数　

八
名

議　

事　

「
教
誨
」
特
別
号
の
作
成
に
つ
い
て

○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
委
員
会
関
係

１　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
委
員
会

開
催
日　

令
和
二
年
七
月
八
日

場　

所　

東
京
都
中
野
区　

矯
正
会
館
会
議
室

出
席
者　

総
数　

一
二
名

議　

事　

次
期
教
誨
紹
介
映
像
に
つ
い
て

２　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
委
員
会

開
催
日　

令
和
二
年
一
〇
月
一
三
日

場　

所　

東
京
都
中
野
区　

矯
正
会
館
会
議
室

出
席
者　

総
数　

九
名

議　

事　

矯
正
施
設
に
配
布
し
た
教
誨
紹
介
映
像

「
心
の
や
す
ら
ぎ
を
も
と
め
て
」
視
聴
者

（
施
設
職
員
と
被
収
容
者
）
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
の
分
析

３　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
委
員
会

開
催
日　

令
和
三
年
三
月
五
日
・
一
二
日

場　

所　

京
都
府
京
都
市　

国
立
京
都
国
際
会
館

出
席
者　

総
数　

五
名
（
京
都
コ
ン
グ
レ
ス
展
示
場

作
成
及
び
撤
収
）

　

一
般
法
人
法
施
行
規
則
第
三
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る

事
業
報
告
の
内
容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
は
あ
り
ま
せ

ん
。� 

令
和
二
年
度
管
理
業
務
関
係
報
告

一　

会
議
関
係

○
主
要
会
議

１　

第
三
〇
回
理
事
会
（
常
会
）〈
み
な
し
会
議
〉

⑴
理
事
会
の
承
認
・
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

た
事
項
の
内
容
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議　

事
第
一
号
議
案　

「
令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
附

属
明
細
書
の
承
認
」
関
係　

第
二
号
議
案　

「
令
和
元
年
度
計
算
書
類
（
貸
借

対
照
表
及
び
正
味
財
産
増
減
計
算
書
）
及
び
附

属
明
細
書
並
び
に
財
産
目
録
の
承
認
」
関
係

第
三
号
議
案　

「
評
議
員
会
の
日
時
及
び
場
所
並

び
に
目
的
で
あ
る
事
項
等
」
の
件

　
　

理
事
会
決
議
時
、
評
議
員
会
は
通
常
会
議
を

予
定
し
て
い
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
等
の
理
由

か
ら
み
な
し
会
議
に
変
更
し
た
。

第
四
号
議
案　

「
定
款
の
一
部
改
正
」
の
件

業
務
報
告

①
令
和
元
年
度
募
金
結
果
に
つ
い
て

②
協
賛
寄
附
金
に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｋ
Ａ
か
ら
の
助
成
金
に
つ
い
て

④
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
の
状
況
に
つ
い
て

⑵
承
認
・
決
議
事
項
の
提
案
を
し
た
理
由

　
　

昨
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
評
議
員
会
の

日
時
及
び
場
所
並
び
に
目
的
で
あ
る
事
項
・
内
閣
府

か
ら
の
指
摘
事
項
で
あ
る
定
款
の
一
部
変
更
の
、
承

認
・
決
議
及
び
昨
年
度
の
業
務
報
告
を
行
う
た
め
。

⑶
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
た
日

　
　

令
和
二
年
五
月
一
二
日

⑷
議
事
録
の
作
成
に
関
わ
る
職
務
を
行
っ
た
理
事

　
　

理
事
長　
　

舎
奈
田　

経　

夫　
　
　

　
　

副
理
事
長　
　

中　

川　

文　

隆

　
　

副
理
事
長　
　

竹　

岡　

郁　

雄

　
　

監　
　

事　
　

髙　

岡　

精　

司

⑸
決
議
に
加
わ
る
こ
と
の
で
き
る
理
事
総
数　

一
六
名

　
　

令
和
二
年
四
月
一
三
日
、
理
事
長
舎
奈
田
経
夫
が
理

事
及
び
監
事
に
対
し
て
、
上
記
理
事
会
の
決
議
の
目
的

で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
い
、
当
該
提
案
に

つ
き
、
理
事
全
員
か
ら
の
書
面
に
よ
る
同
意
の
意
思
表

示
を
得
た
こ
と
、
及
び
監
事
全
員
の
異
議
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
定
款
第
四
五
条
の
規
程
に
基
づ
き
、
当
該

決
議
事
項
を
可
決
す
る
旨
の
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
た
。

２　

第
一
〇
回
評
議
員
会
（
常
会
）〈
み
な
し
会
議
〉

⑴
理
事
会
の
承
認
・
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

た
事
項
の
内
容

議　

事
第
一
号
議
案　

「
令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
附

属
明
細
書
の
承
認
」
関
係　

第
二
号
議
案　

「
令
和
元
年
度
計
算
書
類
（
貸
借

対
照
表
及
び
正
味
財
産
増
減
計
算
書
）
及
び
附

属
明
細
書
並
び
に
財
産
目
録
の
承
認
」
関
係

第
三
号
議
案　

「
定
款
の
一
部
改
正
」
の
件

第
四
号
議
案　

「
評
議
員
・
理
事
・
監
事
の
選
任
」

の
件

業
務
報
告

①
令
和
元
年
度
募
金
結
果
に
つ
い
て

②
協
賛
寄
附
金
に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｋ
Ａ
か
ら
の
助
成
金
に
つ
い
て

④
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
の
状
況
に
つ
い
て

⑵
承
認
・
決
議
事
項
の
提
案
を
し
た
理
由

　
　

昨
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
、
内
閣
府
か
ら
の

指
摘
事
項
で
あ
る
定
款
の
一
部
変
更
の
承
認
・
決
議
、

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・
評
議
員
・
監
事
の
選
任
・

解
任
及
び
業
務
報
告
を
行
う
た
め
。

⑶
評
議
員
会
の
決
議
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
た
日

　
　

令
和
二
年
六
月
八
日

⑷
議
事
録
の
作
成
に
関
わ
る
職
務
を
行
っ
た
理
事

　
　

理
事
長　
　

舎
奈
田　

経　

夫　
　
　

　
　

副
理
事
長　
　

中　

川　

文　

隆

　
　

副
理
事
長　
　

竹　

岡　

郁　

雄

　
　

監　
　

事　
　

髙　

岡　

精　

司

⑸
決
議
に
加
わ
る
こ
と
の
で
き
る
評
議
員
総
数　

三
〇

名

　
　

令
和
二
年
五
月
一
八
日
、
理
事
長
舎
奈
田
経
夫
が
理

事
及
び
監
事
に
対
し
て
、
上
記
評
議
員
会
の
決
議
の
目

的
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
い
、
当
該
提
案

に
つ
き
、
評
議
員
全
員
か
ら
の
書
面
に
よ
る
同
意
の
意

思
表
示
を
得
た
こ
と
、
及
び
監
事
全
員
の
異
議
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
定
款
第
四
五
条
の
規
程
に
基
づ
き
、

当
該
決
議
事
項
を
可
決
す
る
旨
の
理
事
会
の
決
議
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。

３　

第
三
一
回
理
事
会
（
臨
時
会
）

日　

時	

令
和
二
年
六
月
二
三
日

場　

所	

東
京
都
港
区　

仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
七
階

会
議
室
「
見
」

出
席
者	

総
数　

二
〇
名

	

出
席
理
事
一
二
名
・
欠
席
理
事
四
名

	

監
事
二
名
・
前
理
事
長
一
名
・
参
与
二

名
・
事
務
局
三
名

議　

事
第
一
号
議
案　
「
理
事
長
及
び
副
理
事
長
の
選
定
」

の
件

第
二
号
議
案　
「
第
五
五
回
中
央
研
修
会
の
開
催
」

の
件

第
三
号
議
案　

「
第
三
八
回
全
国
教
誨
師
大
会
の

開
催
」
の
件

第
四
号
議
案　

「
表
彰
規
程
に
定
め
の
な
い
理
事
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長
表
彰
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
」
の
件

報
告
事
項
（
業
務
執
行
報
告
を
含
む
）

理
事
長
の
業
務
執
行
に
係
る
職
務
を
代
行
す
る
順

序
の
指
名

①	
副
理
事
長
の
業
務
分
担
の
指
定

②	

地
方
研
修
委
託
費
の
使
用
に
つ
い
て

③	

評
議
員
・
理
事
の
研
修
会
に
つ
い
て

４　

第
三
二
回
理
事
会
（
常
会
）〈
み
な
し
会
議
〉

⑴
理
事
会
の
承
認
・
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

た
事
項
の
内
容

議　

事
第
一
号
議
案　

「
令
和
三
年
度
事
業
計
画
及
び
正

味
財
産
増
減
予
算
書
」
に
つ
い
て　

⑵
承
認
・
決
議
事
項
の
提
案
を
し
た
理
由

　
　

来
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
執
行
計
画
の
、
承
認

決
議
を
行
う
た
め
。

⑶
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
た
日

　
　

令
和
三
年
三
月
一
五
日

⑷
議
事
録
の
作
成
に
関
わ
る
職
務
を
行
っ
た
理
事

　
　

理
事
長　
　

中　

川　

文　

隆

　
　

副
理
事
長　
　

竹　

岡　

郁　

雄

　
　

副
理
事
長　
　

髙　

岡　

精　

司

⑸
決
議
に
加
わ
る
こ
と
の
で
き
る
理
事
総
数　

一
五
名

　
　

令
和
三
年
二
月
二
五
日
、
理
事
長
が
理
事
の
全
員
に

対
し
て
理
事
会
の
決
議
の
目
的
で
あ
る
事
項
に
つ
い

て
上
記
の
内
容
の
提
案
書
を
発
し
、
当
該
提
案
に
つ
き
、

令
和
三
年
三
月
一
二
日
ま
で
に
理
事
の
全
員
か
ら
書
面

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
同
意
の
意
思
表
示
を
得
た
の
で
、

定
款
第
四
五
条
に
基
づ
く
理
事
会
の
決
議
の
省
略
の
方

法
に
よ
り
、
当
該
提
案
を
承
認
可
決
す
る
旨
の
理
事
会

の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。

５　

第
一
回
役
員
研
修
会
議

日　

時	

令
和
二
年
九
月
九
日

場　

所	

東
京
都
渋
谷
区　

神
社
本
庁
大
会
議
室

出
席
者	

一
八
名

内　

容　

「
評
議
員
・
理
事
・
監
事
（
役
員
等
）
の

　

役
割
と
責
任
」

講　

師	

公
益
財
団
法
人
公
益
法
人
協
会　

　
　
　
　

専
門
委
員　
　

矢　

口　

英　

一　

氏

そ
の
他　

意
見
交
換
会

６　

第
二
回
役
員
研
修
会
議

日　

時	

令
和
二
年
一
〇
月
二
一
日

場　

所	

東
京
都
渋
谷
区　

神
社
本
庁
大
会
議
室

出
席
者	

一
四
名

内　

容　

「
評
議
員
・
理
事
・
監
事
（
役
員
等
）
の

　

役
割
と
責
任
」

講　

師	

公
益
財
団
法
人
公
益
法
人
協
会　

　
　
　
　

専
門
委
員　
　

矢　

口　

英　

一　

氏

そ
の
他　

意
見
交
換
会

○
そ
の
他
の
会
議

１　

監
事
会

日　

時	
令
和
二
年
四
月
二
二
日

場　

所	

東
京
都
中
野
区　

矯
正
会
館
会
議
室

出
席
者	

総
数　

四
名

	

髙
岡
監
事
・
舎
奈
田
理
事
長

	

中
川
副
理
事
長
・
竹
岡
副
理
事
長

議　

事　

令
和
元
年
度
収
支
決
算
及
び
業
務
の
監
査

２　

総
裁
へ
の
業
務
報
告
（
中
止
）

３　

顧
問
会
議
（
中
止
）

４　

管
区
連
盟
事
務
局
長
会
議
（
中
止
）

５　

正
・
副
理
事
長
会
議

　

令
和
二
年
五
月
一
二
日
～
令
和
三
年
三
月
一
五
日　

一
〇
回
開
催

６　

広
報
委
員
会

⑴
第
三
三
回

日　

時	

令
和
二
年
七
月
八
日

場　

所	

東
京
都
中
野
区　

矯
正
会
館
会
議
室

出
席
者	

総
数　

九
名

議　

事　

教
誨
あ
れ
こ
れ
第
六
号
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク

⑵
第
三
四
回

日　

時	

令
和
二
年
一
〇
月
一
五
日

場　

所	

東
京
都
中
野
区　

矯
正
会
館
会
議
室

出
席
者	

総
数　

六
名

議　

事　

教
誨
あ
れ
こ
れ
第
七
号
に
つ
い
て

⑶
第
三
五
回

日　

時	

令
和
二
年
一
一
月
二
五
日

場　

所	

東
京
都
中
野
区　

矯
正
会
館
会
議
室

出
席
者	

総
数　

六
名

議　

事　

教
誨
あ
れ
こ
れ
第
七
号
に
つ
い
て

⑷
第
三
六
回

日　

時	

令
和
三
年
一
月
一
九
日

場　

所	

東
京
都
昭
島
市　

矯
正
研
修
所

出
席
者	

総
数　

四
名

議　

事　

教
誨
あ
れ
こ
れ
第
七
号
に
掲
載
す
る
写
真

撮
影

二　

各
種
行
事
等
へ
の
出
席
等

１　

令
和
二
年
一
〇
月
二
八
日　
　

中
川
理
事
長
が
矯
正

研
修
所
で
高
等
科
研
修
生
に
対
し
教
誨
活
動
に
関
す
る

講
義
を
リ
モ
ー
ト
で
行
っ
た
。

２　

令
和
二
年
一
二
月
九
日　
　

名
古
屋
管
区
大
会
に
中

川
理
事
長
、
竹
岡
副
理
事
長
、
髙
岡
副
理
事
長
、
谷
澤
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事
務
長
、
佐
藤
主
事
が
参
加
し
た
。

３　

令
和
三
年
三
月
六
日　
　

大
谷
総
裁
、
中
川
理
事
長
、

竹
岡
副
理
事
長
が
京
都
コ
ン
グ
レ
ス
開
会
式
に
参
加
し

た
。

４　

令
和
三
年
三
月
三
日
か
ら
同
一
二
日
ま
で
の
間
、
京

都
コ
ン
グ
レ
ス
会
場
で
の
展
示
を
実
施
し
た
。

三　

内
閣
府
関
係

１　

令
和
二
年
六
月
三
〇
日　
　

内
閣
府
に
「
事
業
報
告

等
に
係
る
提
出
書
」
を
提
出
し
た
。

２　

令
和
二
年
九
月
一
四
日　
　

内
閣
府
か
ら
事
業
報
告

等
に
係
る
「
修
正
可
能
書
類
通
知
書
」
を
受
領
し
た
。

３　

令
和
二
年
一
〇
月
一
四
日　
　

内
閣
府
に
事
業
報
告

等
に
係
る
「
修
正
提
出
書
」
を
提
出
し
た
。

４　

令
和
三
年
三
月
二
六
日　
　

内
閣
府
に
令
和
四
年
度

分
の
「
事
業
計
画
書
等
に
係
る
提
出
書
」
を
提
出
し
た
。

� 

令
和
二
年
度
受
賞
者
御
芳
名

❀
生
存
者
叙
勲
（
九
名
）

楠
原　

純
孝	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

名
古
屋
刑
務
所

石
川　
　

宣	

真
宗
大
谷
派	

愛
知
少
年
院

後
藤　

法
龍	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

熊
本
刑
務
所

田
中　

英
康	

日

蓮

宗	

佐
賀
少
年
刑
務
所

名
幸　

俊
海	

高
野
山
真
言
宗	

沖
縄
刑
務
所

田
尻　

和
光	

臨
済
宗
妙
心
寺
派	

笠
松
刑
務
所

北
畠　

顯
信	

真
宗
大
谷
派	

大
阪
刑
務
所

田
所　

賢
二	

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
同
盟	

	
	

松
本
少
年
刑
務
所

伊
奈　

祐
諦	

真
宗
大
谷
派	

岡
崎
医
療
刑
務
所

❀
藍
綬
褒
章
（
一
三
名
）

山
口　

顯
振	

日

蓮

宗	

秋
田
刑
務
所

鈴
木　

超
淳	

浄

土

宗	

岡
崎
医
療
刑
務
所

副
野　
　

均	

神
社
本
庁	

名
古
屋
刑
務
所

額
田　
　

浩	

日
本
基
督
教
団	

岡
山
刑
務
所

吉
田　

正
裕	

真
言
宗
御
室
派	

広
島
刑
務
所

越
智　

憲
明	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

松
山
刑
務
所

土
屋　

栄
巌	

真
言
宗
豊
山
派	

松
山
刑
務
所

難
波　

光
裕	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

福
岡
刑
務
所

中
本　

信
弘	

天

理

教	

府
中
刑
務
所

藤
田　
　

薫	

カ
ト
リ
ッ
ク	

川
越
少
年
刑
務
所

芥
川　

龍
美	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

大
阪
刑
務
所

矢
野　

吉
久	

カ
ト
リ
ッ
ク	

大
阪
拘
置
所

松
本　

光
弘	

シ
オ
ン
宣
教
団	

松
江
刑
務
所

❀
全
国
教
誨
師
連
盟
総
裁
表
彰
（
一
九
名
）

打
本　

厚
史	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

旭
川
刑
務
所

伊
藤　

忠
義	

天

理

教	
	

	

帯
広
刑
務
所
・
帯
広
少
年
院

木
村　

良
麿	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

札
幌
刑
務
所

中
野　

重
孝	
曹

洞

宗	

福
島
刑
務
所

松
岡　

啓
順	
浄

土

宗	

福
島
刑
務
所

藤
田　
　

薫	
カ
ト
リ
ッ
ク	

川
越
少
年
刑
務
所

南
荘　
　

宏	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

静
岡
刑
務
所

亀
井　

俊
哉	

真
宗
大
谷
派	

岐
阜
刑
務
所

長
田　

康
志	

日
本
基
督
教
団	
名
古
屋
刑
務
所

日
岡　

幾
朗	

神
社
本
庁	
神
戸
刑
務
所

芥
川　

龍
美	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

大
阪
刑
務
所

髙
木　

歓
恒	

西
山
浄
土
宗	

和
歌
山
刑
務
所

後
藤　

正
敏	

天

理

教	

神
戸
拘
置
所

根
来　

英
純	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

和

泉

学

園

矢
野　

吉
久	

カ
ト
リ
ッ
ク	

大
阪
拘
置
所

松
本　

光
弘	

シ
オ
ン
宣
教
団	

松
江
刑
務
所

久
保　

博
巳	

真
宗
大
谷
派	

高
松
刑
務
所

楠　
　

法
泉	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

麓

刑

務

所

名
幸　

俊
海	

高
野
山
真
言
宗	

沖
縄
刑
務
所

❀
法
務
大
臣
感
謝
状
（
二
五
名
）

山
形　

浩
之	

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト	

釧
路
刑
務
支
所

荒
木　

力
弥	

神
社
本
庁	

函
館
少
年
刑
務
所

吉
田　

俊
英	

曹

洞

宗	

宮
城
刑
務
所

丹
治　

宥
勝	

神
社
本
庁	

	
	

福
島
刑
務
所
・
福
島
刑
務
支
所

浅
野　

玄
航	

天

台

宗	

千
葉
刑
務
所

渡
部　

栄
常	

曹

洞

宗	

府
中
刑
務
所

德
田　

隆
二	

日
本
基
督
教
団	

甲
府
刑
務
所

横
山　

博
一	

臨
済
宗
妙
心
寺
派	

静
岡
刑
務
所

小
宮　

一
雄	

真
言
宗
智
山
派	

多
摩
少
年
院

冨
田　

芳
慈	

天

理

教	

福
井
刑
務
所

岩
水　

龍
峰	

曹

洞

宗	

岐
阜
刑
務
所

稲
垣　

友
宏	

日

蓮

宗	

瀬
戸
少
年
院

大
久
保　

洋	

天

理

教	

滋
賀
刑
務
所

坂
下　

雅
裕	

浄

土

宗

	
	

大
阪
刑
務
所
・
大
阪
拘
置
所

堀
江　

正
行	

日
蓮
正
宗	

神
戸
刑
務
所

山
上　

光
俊	

浄

土

宗	

松
江
刑
務
所

漆
間　

宣
隆	

浄

土

宗	

岡
山
刑
務
所

日
下　

正
実	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

広
島
刑
務
所

長
岡　

裕
之	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

	
	

美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー

北
嶋
眞
二
郎	

天

理

教	

高
松
刑
務
所

田
坂　

隆
興	

日

蓮

宗	

松
山
刑
務
所
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石
神　

慶
正	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

鹿
児
島
刑
務
所

善
國　

乘
憲	

臨
済
宗
妙
心
寺
派	

沖
縄
刑
務
所

副
島　

正
幸	

浄

土

宗	

佐
賀
少
年
刑
務
所

松
下　

正
信	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

筑
紫
少
女
苑

❀
日
本
宗
教
連
盟
理
事
長
感
謝
状
（
一
二
名
）

内
山　

智
洋	
日

蓮

宗	

帯
広
刑
務
所

岡　
　

摂
也	

ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
団

	
	

山
形
刑
務
所

三
ツ
井
久
良
蔵	

天

理

教	
秋
田
刑
務
所

松
濤　

孝
佳	

浄

土

宗	
栃
木
刑
務
所

横
田　

満
朗	

日
本
基
督
教
団

	
	

喜
連
川
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー

華
埜
井　

究	

真
宗
大
谷
派	

瀬
戸
少
年
院

松
島　

法
城	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

加
古
川
刑
務
所

橋
本　

信
之	

浄

土

宗	

広
島
刑
務
所

村
上　

明
道	

臨
済
宗
妙
心
寺
派	

岡
山
刑
務
所

藤
田　

公
道	

真
言
宗
東
寺
派	

松
山
刑
務
所

中
村　

陽
志	

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト	

熊
本
刑
務
所

林　
　

雅
信	

金

光

教	

沖
縄
刑
務
所

❀
全
国
教
誨
師
連
盟
理
事
長
感
謝
状
（
五
四
名
）

　

全
国
教
誨
師
連
盟
の
役
員
等
で
の
功
績

　

井
澤　

隆
徳
（
仙
台
管
区
）

　

中
野　

重
孝
（
仙
台
管
区
）

　

増
田　

廣
神
（
東
京
管
区
）　　

　

大
中　

明
英
（
東
京
管
区
）

　

喜
代
多
證
顕
（
東
京
管
区
）　　

　

舎
奈
田
経
夫
（
東
京
管
区
）

　

橋
爪　

良
眞
（
東
京
管
区
）　　

　

須
田　

孝
英
（
東
京
管
区
）

　

伊
東　

靖
順
（
東
京
管
区
）　　

　

小
林　

明
雄
（
東
京
管
区
）

　

岩
水　

龍
峰
（
名
古
屋
管
区
）

　

治
田　

義
行
（
大
阪
管
区
）

　

寳
來　

正
彦
（
大
阪
管
区
）

　

山
上　

光
俊
（
広
島
管
区
）

　

奥
村　

宏
道
（
広
島
管
区
）

　

田
中　

英
康
（
福
岡
管
区
）　　

　

吉
谷　

大
憲
（
福
岡
管
区
）

　

佐
々
木
鴻
文
（
福
岡
管
区
）

　

都
道
府
県
教
誨
師
会
長
と
し
て
八
年
以
上
従
事

　

星
川　

佳
信
（
名
古
屋
管
区
・
三
重
県
）

　

教
誨
師
と
し
て
二
〇
年
以
上
従
事

　

福
冨　

覺
成
（
鹿
児
島
刑
務
所
）　

　

東　
　

盛
曉
（
鹿
児
島
刑
務
所
）

　

鮫
島　

則
雄

　
　
　
　

（
北
九
州
医
療
刑
務
所
・
小
倉
拘
置
支
所
）

　

今
田　

忠
彰
（
府
中
刑
務
所
）

　

今
村　

照
美
（
横
浜
刑
務
所
）　

　

大
硲　

道
臣
（
大
阪
刑
務
所
）

　

中
澤　

昭
司

　

（
前
橋
刑
務
所
・
赤
城
少
年
院
・
榛
名
女
子
学
園
）

　

小
岩
井　

健
（
有
明
高
原
寮
）　

　

飯
塚　
　

重
（
水
戸
刑
務
所
）

　

佐
藤　

毅
正

　

（
前
橋
刑
務
所
・
赤
城
少
年
院
・
榛
名
女
子
学
園
）

　

森
川　

幸
雄
（
愛
知
少
年
院
）　

　

池
田　

正
顕
（
鳥
取
刑
務
所
）

　

近
代
宗
教
教
誨
一
五
〇
周
年
記
念
表
彰
三
〇
年
以
上
従

事
　

高
野　

顯
信
（
美
保
学
園
）　　

　

小
松
原
幹
夫
（
美
保
学
園
）　

　

松
原　

弘
欣
（
富
山
刑
務
所
）　

　

川
越　

恒
豊
（
富
山
刑
務
所
）

　

橋
本　

德
倫
（
富
山
刑
務
所
）　　

　

廣
瀬　

哲
久
（
富
山
刑
務
所
）

　

今
井　

泰
通
（
富
山
刑
務
所
）　　

　

池
田　

祐
成
（
富
山
刑
務
所
）

　

公
文
名　

眞
（
富
山
刑
務
所
）　

　

冨　
　

祐
彬
（
金
沢
刑
務
所
）

　

松
本　

昌
丈
（
金
沢
刑
務
所
）　

　

延
村　

茂
憲
（
金
沢
刑
務
所
）

　

藤
田　

智
賢
（
福
井
刑
務
所
）　

　

多
田　

文
樹
（
福
井
刑
務
所
）

　

林　
　

精
應
（
福
井
刑
務
所
）　

　

森　
　

惠
司
（
福
井
刑
務
所
）

　

兼
松　

一
二
（
笠
松
刑
務
所
）　

　

伊
奈　

祐
諦
（
岡
崎
医
療
刑
務
所
）

　

楠
原　

純
孝
（
名
古
屋
刑
務
所
）

　

華
埜
井　

究
（
瀬
戸
少
年
院
）

　

大
窪　

順
子
（
瀬
戸
少
年
院
）　

　

石
川　
　

宣
（
愛
知
少
年
院
）

　

市
川　

信
行
（
三
重
刑
務
所
）
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� 
令
和
二
年
度
物
故
者
御
芳
名

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

伊
藤　
　

滋	

真
宗
大
谷
派	

静
岡
刑
務
所

張
堂　

完
俊	

天

台

宗	

府
中
刑
務
所

丸
岡　

了
信	
浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

姫
路
少
年
刑
務
所

髙
橋　
　

哲	
浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

広
島
拘
置
所

本
川　

英
暁	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

神
戸
拘
置
所

中
村　

潤
一	

日

蓮

宗	
	

	

北
九
州
医
療
刑
務
所
・
小
倉
拘
置
支
所

横
田　

満
朗	

日
本
基
督
教
団

	
	

喜
連
川
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー

新
田　

格
浄	

真
宗
大
谷
派	

甲
府
刑
務
所

石
田　

啓
真	

高
野
山
真
言
宗

	
	

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー

米
田　

宣
雄	

日

蓮

宗	

松
江
刑
務
所

市
野　

不
盡	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派　
　

	
	

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー

市
川　

信
行	

臨
済
宗
妙
心
寺
派	

三
重
刑
務
所

吉
光　

宏
昭	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

大
阪
拘
置
所

森
川　

幸
雄	

曹

洞

宗	

愛
知
少
年
院

曽
我　

祐
賢	

真
宗
大
谷
派	

	
	

静
岡
刑
務
所
・
駿
府
学
園

全
国
教
誨
師
連
盟
に
報
告
の
あ
っ
た
一
五
名
の
方
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
し
た
。

� 

令
和
二
年
度
寄
附
者
御
芳
名

○
協
賛
寄
附
金
（
敬
称
略
）

　

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
北
海
道	

▽
五
万
円　

酒
井
和
子　

▽
三
万
円　

大
道

光
肇　

▽
二
万
円　

小
西
征
夫　

▽
一
万
円　

専
証
寺　

北
秀
継　

油
井
清
量　

永
祥
寺　

	

遠
山
冨
美
子　

城
戸
正
博　

釋
英
義　

藤
井

克
行　

本
行
寺　

五
十
嵐
誼　

ス
ズ
キ
ア

リ
ー
ナ
小
樽　

▽
五
千
円　

油
井
祥
隆　

柏

葉
房
子　

▽
匿
名　

三
一
名
（
二
〇
万
円
）

●
青
森
県	

▽
三
万
円　

常
現
寺　

▽
一
万
円　

長
谷
部

達
徳　

●
岩
手
県	

▽
一
万
円　

米
澤
利
次　

▽
匿
名　

三
名

（
三
万
円
）　

●
秋
田
県	

▽
五
千
円　

佐
藤
紀
巳
夫　

中
村
松
夫

●
山
形
県	

▽
一
万
円　

井
澤
隆
明　

張
﨑
正
裕　

岸
實

瑩　

●
福
島
県	

▽
一
万
円　

本
光
寺

●
茨
城
県	

▽
三
万
円　

大
洗
磯
前
神
社　

▽
二
万
円　

宍
戸
將　

▽
一
万
円　

樋
崎
正
悟　

倉
持
登

一
郎　

▽
匿
名　

七
名
（
九
万
五
千
円
）

●
栃
木
県	

▽
一
万
円　

宗
教
法
人
長
清
寺　

日
光
二
荒

山
神
社　

▽
匿
名
二
名
（
一
万
五
千
円
）

●
群
馬
県	
▽
二
万
円　

志
田
洋
遠　

▽
一
万
円　

株
式

会
社
柳
田
石
材
店　

群
馬
県
神
社
庁　

古
川

隆
司　

▽
五
千
円　

長
尾
悦
治　

▽
匿
名
一

名
（
一
万
円
）

●
埼
玉
県	

▽
三
万
円　

谷
澤
茂
男　

▽
二
万
円　

粂
原

恒
久　

仁
平
昭
順　

▽
一
万
円　

喜
多
濃
太

香　

小
寺
秀
仁　

▽
五
千
円　

嵩
海
史

●
千
葉
県	

▽
一
万
円　

寺
田
信
彦　

▽
匿
名
一
名
（
一

万
円
）　

●
東
京
都	

▽
一
〇
万
円　

舎
奈
田
経
夫　

▽
五
万
円　

中
川
文
隆　

竹
岡
郁
雄　

▽
三
万
円　

髙
岡

精
司　

▽
一
万
円　

中
尾
学　

津
守
範
学　

戸
田
俊
太
郎　

宮
坂
信
次　

小
宮
一
雄　

竹

岡
郁
芳　

▽
五
千
円　

塚
田
悦
子　

▽
匿
名　

八
名
（
九
万
円
）

●
神
奈
川
県　

▽
匿
名　

二
名
（
二
万
円
）

●
新
潟
県	

▽
匿
名　

三
名
（
二
万
五
千
円
）

●
山
梨
県	

▽
匿
名　

一
名
（
五
千
円
）

●
長
野
県	

▽
匿
名　

一
名
（
五
千
円
）

●
静
岡
県	

▽
匿
名　

四
名
（
二
万
五
千
円
）

●
富
山
県	

▽
二
万
円　

立
正
佼
成
会
富
山
教
会　

▽
五

千
円　

立
正
佼
成
会
富
山
教
会　

川
越
恒
豊　

▽
匿
名　

二
名
（
一
万
五
千
円
）

●
石
川
県	

▽
一
万
円　

立
正
佼
成
会
金
沢
教
会

●
福
井
県	

▽
一
万
円　

冨
田
芳
慈

●
岐
阜
県	

▽
一
万
円　

龍
門
寺　

▽
五
千
円　

河
合
了

信　

部
田
哲
雄　

▽
匿
名　

二
名（
一
万
円
）

●
愛
知
県	

▽
一
〇
万
円　

石
川
宣　

▽
六
万
円　

伊
奈

祐
諦　

▽
四
万
円　

天
理
教
愛
知
教
務
支
庁　

　
　
　
　
　

▽
三
万
円　

豊
橋
別
院　

安
祥
山
大
乗
寺　

▽
二
万
円　

大
智
院
奉
賛
会　

伊
藤
友
謙　

寶
珠
院　

法
信
公
照　

伊
藤
孝
道　

佐
治
博

英　

舘
眞
知
子　

小
川
雅
代　

▽
一
万
円　

愛
知
県
神
社
庁
豊
橋
支
部　

杉
浦
宣
弘　

天

理
教
幅
下
大
教
会　

藤
江
雅
之　

杉
本
忠
司　

尾
前
嘉
章　

山
岸
由
加
子　

松
本
謙
吾　

長

松
寺　

明
音
寺
・
日
下
伸　

天
理
教
大
名
分

教
会　

小
野
正
信　

槙
英
心　

伊
奈
恵
祐　

伊
奈
悦
子　

石
原
唯
和　

▽
五
千
円　

家
田

鐵
彦　

▽
匿
名　

五
〇
名（
八
一
万
三
千
円
）

●
三
重
県	

▽
一
万
円　

三
重
県
神
社
庁　

▽
五
千
円　

	

打
田
義
明　

田
中
勝
博　

▽
匿
名　

三
名
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（
二
万
円
）

●
京
都
府	

▽
二
万
円　

勝
田
良
樹

●
大
阪
府　

▽
五
二
万
円　

安
田
規
浩　

▽
五
千
円　

工

藤
和
也　

▽
匿
名　

四
名
（
二
万
八
千
円
）

●
兵
庫
県	
▽
二
万
円　

井
上
真
佑　

▽
一
万
円　

平
岡

五
城　

▽
匿
名　

七
名
（
五
万
円
）

●
和
歌
山
県　

▽
匿
名　

二
名
（
一
万
五
千
円
）

●
鳥
取
県	

▽
匿
名　

三
名
（
二
万
五
千
円
）

●
島
根
県	

▽
匿
名　

一
名
（
一
万
円
）　

●
岡
山
県	

▽
三
千
円　

發
知
隆
法　

▽
匿
名　

三
名

（
二
万
三
千
円
）　

●
広
島
県	

▽
三
万
円　

山
根
眞
三　

▽
一
万
円　

豊
田

尚
臣　

株
式
会
社
三
村
松　

▽
匿
名　

六
名

（
四
万
五
千
円
）

●
山
口
県	

▽
匿
名　

二
名
（
一
万
円
）

●
徳
島
県	

▽
一
万
円　

大
塚
教
行　

▽
匿
名　

一
名

（
一
万
円
）

●
香
川
県	

▽
一
万
円　

浄
土
宗
南
海
教
区　

北
嶋
眞
二

郎　

▽
匿
名　

一
名
（
一
万
円
）

●
愛
媛
県	

▽
五
千
円　

越
智
瑞
啓　

▽
匿
名　

一
名

（
一
万
円
）　

●
高
知
県	

▽
五
万
円　

今
村
義
男　

▽
一
万
円　

乾
仏

具
店
知
寄
町
店　

▽
匿
名　

二
名
（
一
万
五

千
円
）

●
福
岡
県	

▽
二
万
円　

原
田
円
城　

▽
一
万
円　

安
永

宏
史　

行
正
自
然　

▽
五
千
円　

浅
野
直
人　

▽
匿
名　

二
名
（
二
万
円
）

●
佐
賀
県	

▽
匿
名　

一
名
（
二
万
円
）

●
長
崎
県	

▽
匿
名　

二
名
（
一
万
五
千
円
）

●
熊
本
県	

▽
匿
名　

二
名
（
一
万
五
千
円
）

●
大
分
県	

▽
匿
名　

一
名
（
五
千
円
）

●
宮
崎
県	

▽
一
万
円　

上
行
寺　

工
藤
海
要　

▽
匿
名　

一
名
（
一
万
円
）

●
鹿
児
島
県　

▽
一
万
円　

吉
野
キ
リ
ス
ト
の
教
会　

▽

五
千
円　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
マ
ク
セ
イ

　

（
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
末
日
ま
で

の
分
で
す
。）

○
企
業
団
体
関
係

公
益
財
団
法
人
矯
正
協
会　

様

	

金
壱
百
三
拾
九
萬
円
也

石
油
連
盟　

様	

金
壱
拾
五
萬
円
也

一
般
社
団
法
人
日
本
建
設
業
連
合
会　

様	
	

金
壱
拾
萬
円
也

一
般
社
団
法
人
全
国
銀
行
協
会　

様

	

金
八
萬
円
也

一
般
社
団
法
人
全
国
地
方
銀
行
協
会　

様	
	

金
五
萬
円
也

日
本
鉱
業
協
会　

様	

金
五
萬
円
也

日
本
証
券
業
協
会　

様	

金
五
萬
円
也

一
般
社
団
法
人
日
本
信
託
協
会　

様	

金
弐
萬
円
也 

一
般
社
団
法
人
日
本
貿
易
振
興
会　

様

	

金
壱
拾
九
萬
円
也 

　
　

三
菱
商
事
株
式
会
社　

様	

金
壱
萬
円
也

　
　

岩
谷
産
業
株
式
会
社　

様	

金
壱
萬
円
也

　
　

住
友
商
事
株
式
会
社　

様	

金
壱
萬
円
也

　
　

丸　
　

紅
株
式
会
社　

様	

金
壱
萬
円
也

　
　

長
瀬
産
業
株
式
会
社　

様	
金
壱
萬
円
也

　
　

双　
　

日
株
式
会
社　

様	
金
壱
萬
円
也

　
　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
株
式
会
社　

様	
金
壱
萬
円
也

　
　

稲
畑
産
業
株
式
会
社　

様	

金
壱
萬
円
也

　
　

伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社　

様	

金
壱
萬
円
也

　
　

興　
　

和
株
式
会
社　

様	

金
壱
萬
円
也

　
　

阪
和
興
業
株
式
会
社　

様	

金
壱
萬
円
也

　
　

兼　

松
株
式
会
社　

様	

金
壱
萬
円
也

　
　

三
井
物
産
株
式
会
社　

様	

金
壱
萬
円
也

　
　

日
鉄
物
産
株
式
会
社　

様	

金
壱
萬
円
也

　
　

豊
田
通
商
株
式
会
社　

様	

金
壱
萬
円
也

　
　

株
式
会
社
日
立
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ　

様

	

金
壱
萬
円
也

　
　

Ｃ
Ｂ
Ｃ
株
式
会
社　

様	

金
壱
萬
円
也

　
　

蝶　
　

理
株
式
会
社　

様	

金
弐
萬
円
也

一
般
社
団
法
人
電
機
工
業
会　

様	

金
五
萬
円
也

　
　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社　

様	

金
五
萬
円
也

日
本
製
薬
団
体
連
合
会　

様	

金
五
萬
円
也

　
　

第
一
三
共
株
式
会
社　

様	

金
五
萬
円
也

東
京
商
工
会
議
所　

様	

金
四
拾
九
萬
円
也

　
　

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社　

様	

金
参
萬
円
也

　
　

東　
　

急
株
式
会
社　

様	

金
参
萬
円
也

　
　

鹿
島
建
設
株
式
会
社　

様	

金
参
萬
円
也

　
　

旭
化
成
株
式
会
社　

様	

金
五
萬
円
也

　
　

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行　

様	

金
五
萬
円
也

　
　

大
崎
電
気
工
業
株
式
会
社　

様	

金
五
萬
円
也

　
　

株
式
会
社
伊
藤
園　

様	

金
五
萬
円
也

　
　

株
式
会
社
千
疋
屋
総
本
店　

様	

金
五
萬
円
也

　
　

ダ
イ
ヤ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社　

様

	

金
五
萬
円
也

　
　

一
般
財
団
法
人
凸
版
印
刷
三
幸
会　

様

	

金
壱
拾
萬
円
也

　
　

東
京
し
ご
と
財
団　

様	

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
三
台
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貸 借 対 照 表　　　　　　　　　　　　　　　　  	 　令和３年３月３１日現在　 （単位：円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　現金預金 23, 282, 790	 15, 493, 974	 7, 788, 816	

　　　　前払金 0	 392, 462	 - 392, 462	

　　流動資産合計 23, 282, 790	 15, 886, 436	 7, 396, 354	

　２．固定資産

　　⑴基本財産 　

　　　　国債 115, 047, 390	 115, 180, 083	 - 132, 693	

　　　　定期預金 3, 000, 000	 3, 000, 000	 0	

　　　基本財産合計 118, 047, 390	 118, 180, 083	 - 132, 693	

　　⑵特定資産

　　　　退職給付引当資産 1, 448, 000	 998, 000	 450, 000	

　　　　公益事業積立資産 1, 000, 000	 500, 000	 500, 000	

　　　特定資産合計 2, 448, 000	 1, 498, 000	 950, 000	

　　⑶その他固定資産

　　　　什器備品 1	 1	 0	

　　　その他固定資産合計 1	 1	 0	

　　固定資産合計 120, 495, 391	 119, 678, 084	 817, 307	

　　資産合計 143, 778, 181	 135, 564, 520	 8, 213, 661	

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

　　　　未払金 68, 596	 68, 425	 171	

　　　　預り金 69, 065	 107, 206	 - 38, 141	

　　流動負債合計 137, 661	 175, 631	 - 37, 970	

　２．固定負債

　　　　退職給付引当金 1, 448, 000	 998, 000	 450, 000	

　　　　固定負債合計 1, 448, 000	 998, 000	 450, 000	

　　負債合計 1, 585, 661	 1, 173, 631	 412, 030	

Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産

　　　　寄附金 114, 250, 192	 114, 381, 572	 - 131, 380	

　　指定正味財産合計 114, 250, 192	 114, 381, 572	 - 131, 380	

　　（うち基本財産への充当額） （114, 250, 192） （114, 381, 572） -（131, 380）

　　（うち特定資産への充当額） （0） （0） （0）

　２．一般正味財産

　　一般正味財産合計 27, 942, 328	 20, 009, 317	 7, 933, 011	

　　（うち基本財産への充当額） （3, 797, 198） （3, 798, 511） -（1, 313）

　　（うち特定資産への充当額） （1, 000, 000） （500, 000） （500, 000）

　　正味財産合計 142, 192, 520	 134, 390, 889	 7, 801, 631	

　　負債及び正味財産合計 143, 778, 181	 135, 564, 520	 8, 213, 661	



（15）

財 産 目 録　　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 令和３年３月３１日現在　（単位：円）

賃借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金　額

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として 388, 332	

預金 普通預金 運転資金として 20, 256, 474	

ゆうちょ銀行 新井支店 5, 042, 906	

三菱ＵＦＪ銀行 中野駅南口支店 9, 498, 644	

三井住友銀行 中野支店 2, 053, 956	

三菱ＵＦＪ信託銀行 中野支店 2, 103, 240	

西武信用金庫 中野北口支店 1, 557, 728	

みずほ銀行 中野北口支店 0	

郵便振替 ゆうちょ銀行 新井支店 運転資金として 2, 637, 984	

流動資産合計 23, 282, 790	

（固定資産）

基本財産 投資有価証券 第 45 回変動利付国債（15 年） 10, 096, 603	

第 47 回変動利付国債（15 年） 6, 896, 741	

第 44 回変動利付国債（15 年） 23, 017, 752	

第 44 回変動利付国債（15 年） 10, 008, 734	

第 47 回変動利付国債（15 年） 10, 017, 507	

第 41 回変動利付国債（15 年） 5, 003, 180	

第 315 回利付国債（10 年） 50, 006, 873	

定期預金 三井住友銀行中野支店 3, 000, 000	

特定資産 定額預金 中野新井郵便局 退職金引当金として 353, 000	

西武信用金庫 積み立てている。 1, 056, 000	

現金（預入前のもの） 39, 000	

預金 西武信用金庫 中野北口支店 創立 75 周年事業費用として積立 1, 000, 000	

その他固定資産 什器備品 カードプリンタ 教誨師委嘱業務用 1	

固定資産合計 120, 495, 391	

　資産合計 143, 778, 181	

（流動負債）

未払金 社会保険庁に対する未払金 雇用者負担分社会保険料 68, 596	

預り金 社会保険庁に対する支払い分 本人負担分社会保険料 53, 777	

税務署に対する支払い分 源泉徴収所得税 8, 288	

地方自治体に対する支払い分 特別徴収住民税 7, 000	

流動負債合計 137, 661	

（固定負債）

退職給付引当金 従業員に対するもの 従業員2名に対する退職金の支払いに備えたもの 1, 448, 000	

固定負債合計 1, 448, 000	

　負債合計 1, 585, 661	

　正味財産 142, 192, 520	
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令和２年度正味財産増減計算書内訳表　	 令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで  （単位：円）

科　　　　　　目 公益目的事業会計 法人会計 合　計
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部

⑴経常収益
①基本財産運用益 359, 392	 239, 595	 598, 987	
　基本財産受取利息 359, 392	 239, 595	 598, 987	
②特定資産運用益 4, 196	 2, 797	 6, 993	
　特定資産受取利息 4, 196	 2, 797	 6, 993	
③受取入会金 852, 000	 568, 000	 1, 420, 000	
　受取入会金 852, 000	 568, 000	 1, 420, 000	
④受取会費 10, 993, 200	 7, 328, 800	 18, 322, 000	
　経常分担金 10, 993, 200	 7, 328, 800	 18, 322, 000	
⑤受取補助金等 799, 821	 0	 799, 821	
　ＪＫＡ 499, 821	 0	 499, 821	
　共同募金会 300, 000	 0	 300, 000	
⑥受取寄附金 10, 948, 900	 5, 693, 100	 16, 642, 000	
　矯正協会 1, 390, 000	 0	 1, 390, 000	
　仏教伝道協会 0	 0	 0	
　企業関係 750, 000	 500, 000	 1, 250, 000	
　宗団関係 5, 955, 000	 3, 970, 000	 9, 925, 000	
　協賛寄付金 2, 853, 900	 1, 223, 100	 4, 077, 000	
　地方連盟関係 0	 0	 0	
⑦雑収益 52, 500	 454, 136	 506, 636	
　中央研修会参加費収入 0	 0	 0	
　普通預金利息 0	 136	 136	
　バッジ ･マニュアル売上 2, 500	 0	 2, 500	
　懇親会等会費 0	 0	 0	
　国内自主研修会費 0	 0	 0	
　雑収入 50, 000	 454, 000	 504, 000	
　経常収益計 24, 010, 009 14, 286, 428 38, 296, 437 

⑵経常費用
①事業費 19, 294, 272	 0	 19, 294, 272	
　給料手当 4, 945, 164	 4, 945, 164	
　退職給付費用 270, 000	 270, 000	
　法定福利費 610, 969	 610, 969	
　役員報酬 13, 814	 13, 814	
　地方研修委託費 9, 821, 143	 9, 821, 143	
　新任教誨師研修費 590, 000	 590, 000	
　旅費交通費 514, 900	 514, 900	
　通信運搬費 838, 606	 838, 606	
　消耗什器備品費 0	 0	
　減価償却費 0	 0	
　消耗品費 26, 125	 26, 125	
　印刷製本費 973, 522	 973, 522	
　役務費 58, 477	 58, 477	
　会議費 32, 999	 32, 999	
　顕彰費 227, 465	 227, 465	
　慶弔儀礼費 120, 000	 120, 000	
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科　　　　　　目 公益目的事業会計 法人会計 合　計
　賃借料 0	 0	
　諸謝金 55, 105	 55, 105	
　租税公課 0	 0	
　支払手数料 10, 083	 10, 083	
　事務費 0	 0	
　雑費 185, 900	 185, 900	
②管理費 0	 11, 069, 154	 11, 069, 154	
　給料手当 3, 296, 776	 3, 296, 776	
　退職給付費用 180, 000	 180, 000	
　法定福利費 407, 313	 407, 313	
　役員報酬 224, 955	 224, 955	
　管区管理事務費 661, 400	 661, 400	
　旅費交通費 2, 218, 304	 2, 218, 304	
　通信運搬費 368, 954	 368, 954	
　消耗什器備品費 355, 335	 355, 335	
　減価償却費 0	 0	
　消耗品費 353, 917	 353, 917	
　印刷製本費 1, 147, 207	 1, 147, 207	
　役務費 0	 0	
　会議費 68, 533	 68, 533	
　慶弔儀礼費 49, 134	 49, 134	
　賃借料 271, 184	 271, 184	
　諸謝金 209, 000	 209, 000	
　租税公課 6, 050	 6, 050	
　顧問報酬 1, 078, 000	 1, 078, 000	
　支払手数料 90, 023	 90, 023	
　諸会費 3, 500	 3, 500	
　事務費 79, 569	 79, 569	
　雑費 0	 0	
　経常費用計 19, 294, 272 11, 069, 154 30, 363, 426 
　　　当期経常増減額 4, 715, 737 3, 217, 274 7, 933, 011 

　２．経常外増減の部
⑴経常外収益
　経常外収益計 0 0 0 

⑵経常外費用
　経常外費用計 0 0 0 
　　　当期経常外増減額 0 0 0 
　　　当期一般正味財産増減額 4, 715, 737 3, 217, 274 7, 933, 011 
　　　一般正味財産期首残高 - 24, 335, 201 44, 344, 518 20, 009, 317 
　　　一般正味財産期末残高 - 19, 619, 464 47, 561, 792 27, 942, 328 

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　基本財産運用益 275, 433	 183, 622	 459, 055	
　一般正味財産への振替額 354, 261	 236, 174	 590, 435	
　一般正味財産への振替額計 354, 261 236, 174 590, 435 
　　　当期指定正味財産増減額 - 78, 828 - 52, 552 - 131, 380 
　　　指定正味財産期首残高 68, 628, 943 45, 752, 629 114, 381, 572 
　　　指定正味財産期末残高 68, 550, 115 45, 700, 077 114, 250, 192 

Ⅲ　正味財産期末残高 48, 930, 651 93, 261, 869 142, 192, 520 
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� 
令
和
三
年
度
事
業
計
画

一　

教
誨
師
研
修
事
業

教
誨
師
及
び
教
誨
師
に
な
ろ
う
と
す
る
宗
教
家
を
対

象
と
し
、
教
誨
活
動
を
充
実
発
展
さ
せ
る
た
め
に
教
誨

師
と
し
て
必
要
な
幅
広
い
知
識
の
蓄
積
と
教
誨
技
術
の

習
得
、
向
上
を
図
る
た
め
、
全
て
の
教
誨
師
等
が
均
し

く
研
修
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
中
央
研
修
会
を
行
う
と

と
も
に
各
矯
正
管
区
教
誨
師
連
盟
（
任
意
団
体
）
に
委

託
し
て
毎
年
開
催
県
を
変
え
な
が
ら
全
国
八
カ
所
の
地

方
に
お
い
て
能
力
開
発
の
た
め
の
研
修
を
行
う
。

ま
た
、
教
誨
師
研
修
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
教
誨

師
等
に
対
し
て
も
同
様
の
知
識
等
の
吸
収
を
可
能
な
ら

し
め
る
た
め
、
教
誨
師
中
央
研
修
会
の
状
況
を
記
録
し

た
機
関
紙
「
教
誨
」
及
び
地
方
研
修
会
を
含
め
た
記
録

を
電
子
化
し
た
研
修
会
記
録
Ｃ
Ｄ
を
毎
年
一
回
、
当
連

盟
の
活
動
状
況
及
び
主
な
教
宗
団
に
お
け
る
教
誨
師
の

研
修
状
況
等
を
記
載
し
た
機
関
紙
「
教
誨
師
連
盟
だ
よ

り
」
を
年
二
回
発
行
し
、
全
て
の
教
誨
師
、
矯
正
施
設
、

並
び
に
多
く
の
教
宗
団
、
そ
の
他
に
無
料
で
頒
布
す
る
。

１　

第
五
五
回
教
誨
師
中
央
研
修
会

日　

程	

令
和
三
年
一
〇
月
二
八
日
（
木
）
～
三
〇

日
（
土
）

場　

所	

東
京
都
千
代
田
区

参
加
予
定
人
員　

八
〇
名

２　

第
五
七
回
札
幌
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
大
会

日　

程	

令
和
三
年
五
月
二
七
日
（
木
）
～
二
八
日

（
金
）

場　

所	

北
海
道
旭
川
市

参
加
予
定
人
員　

八
〇
名

３　

第
六
二
回
仙
台
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
山
形
大
会

日　

程	

令
和
三
年
一
〇
月
二
一
日
（
木
）
～
二
二

日
（
金
）

場　

所	

山
形
県
山
形
市

参
加
予
定
人
員　

七
二
名

４　

第
六
四
回
東
京
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
静
岡
大
会

日　

程	

令
和
三
年
六
月
二
日
（
水
）
～
三
日
（
木
） 

場　

所	

静
岡
県
静
岡
市

参
加
予
定
人
員　

一
二
〇
名

５　

第
六
五
回
名
古
屋
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
大
会

日　

程	

令
和
三
年
六
月
二
四
日
（
木
）
～
二
五
日

（
金
） 

場　

所	

富
山
県
富
山
市

参
加
予
定
人
員　

八
〇
名

６　

第
六
八
回
大
阪
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
大
会

日　

程	

令
和
三
年
一
一
月
一
七
日
（
水
）

場　

所	

奈
良
県
奈
良
市

参
加
予
定
人
員　

一
二
〇
名

７　

第
二
九
回
広
島
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
会

日　

程	

令
和
三
年
六
月
二
四
日
（
木
）

場　

所	
岡
山
県
岡
山
市

参
加
予
定
人
員　

一
〇
〇
名

８　

令
和
三
年
度
高
松
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
会

日　

程	

令
和
三
年
七
月
六
日
（
火
）
～
七
日
（
水
）

場　

所	

愛
媛
県
松
山
市

参
加
予
定
人
員　

五
〇
名

９　

第
四
四
回
福
岡
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修
宮
崎
大
会

日　

程	

令
和
三
年
一
一
月
一
〇
日
（
水
）
～
一
一

日
（
木
）

場　

所	

宮
崎
県
宮
崎
市

参
加
予
定
人
員　

一
〇
〇
名

10　

第
三
回
国
内
自
主
研
修
会

日　

程　

未
定

場　

所　

未
定

参
加
予
定
人
員　

二
〇
名

11　

新
任
教
誨
師
研
修

日　

程　

各
施
設
教
誨
師
会
に
お
い
て
設
定

場　

所　

各
地

参
加
予
定
人
員　

八
〇
名

予
算
額

　

中
央
研
修
会　
　
　
　
　

　
　

費
用
総
額　
　
　
　
　
　

二
、五
六
五
、〇
〇
〇
円

　
　

参
加
費
等
収
入　
　
　
　
　

七
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
　

補
助
金
等
収
入　
　
　
　
　

四
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

地
方
研
修
会
（
八
カ
所
）

　
　

費
用
総
額　
　
　
　
　

三
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
　

補
助
金
等
収
入　
　
　
　

九
、六
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

国
内
自
主
研
修　
　
　
　
　

　
　

費
用
総
額　
　
　
　
　
　

一
、一
五
〇
、〇
〇
〇
円

　
　

参
加
費
等
収
入　
　
　
　

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

新
任
教
誨
師
研
修　

　
　

費
用
総
額　
　
　
　
　
　

一
、二
五
〇
、〇
〇
〇
円

　

「
教
誨
」
誌　

　
　

費
用
総
額　
　
　
　
　
　

一
、四
七
〇
、〇
〇
〇
円

　

研
修
会
記
録
Ｃ
Ｄ

　
　

費
用
総
額　
　
　
　
　
　
　

五
九
〇
、〇
〇
〇
円

　

「
教
誨
師
連
盟
だ
よ
り
」　

　
　

費
用
総
額　
　
　
　
　
　

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

二　

教
誨
師
顕
彰
等
事
業

長
年
多
数
回
に
わ
た
り
教
誨
活
動
に
従
事
し
て
い
る

教
誨
師
を
顕
彰
し
、
当
人
は
も
と
よ
り
他
の
教
誨
師
に
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も
励
み
と
な
り
、
更
に
教
誨
活
動
に
精
励
す
る
よ
う
鼓

舞
す
る
と
と
も
に
、
矯
正
施
設
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
の
教
誨
活
動
は
、
被
収
容
者
等
の
改
善
更
生

へ
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
広
く
社
会
に
発
信
す

る
事
業
で
あ
る
。
本
年
度
は
第
五
五
回
中
央
研
修
会
の

教
誨
事
業
功
労
者
表
彰
式
典
に
お
い
て
顕
彰
す
る
。

　

費
用
総
額　
　
　
　
　
　

一
、三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

三　

教
誨
活
動
等
に
関
す
る
情
報
収
集
等
事
業

よ
り
有
意
義
な
研
修
を
計
画
し
、
ま
た
教
誨
師
と
し

て
よ
り
有
為
な
宗
教
家
を
推
薦
し
て
も
ら
う
た
め
、
教

誨
師
研
修
や
教
誨
師
選
任
に
関
し
て
、
教
宗
団
代
表
者

か
ら
情
報
を
得
、
ま
た
関
連
事
項
の
調
整
、
並
び
に
教

誨
活
動
の
活
発
化
等
の
た
め
の
提
言
事
業
。

教
宗
団
の
本
部
が
集
中
し
て
い
る
京
都
と
東
京
で
、

情
報
交
換
等
の
協
議
会
を
行
う
。

教
宗
団
代
表
者
会
議

　

費
用
総
額　
　
　
　
　
　
　

七
九
〇
、〇
〇
〇
円

法
務
省
矯
正
局
と
の
意
見
交
換
会

　

費
用
総
額　
　
　
　
　
　
　

二
六
〇
、〇
〇
〇
円

四　

教
誨
師
選
任
事
業

憲
法
の
規
定
に
よ
り
国
自
体
の
宗
教
活
動
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
誨
活
動
を
行
う
教
誨
師
を
選

ぶ
た
め
に
、
国
は
自
ら
宗
教
家
と
接
触
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

国
に
代
わ
り
、
全
国
の
矯
正
施
設
が
必
要
と
す
る
教

誨
師
を
選
任
す
る
た
め
関
係
す
る
宗
教
団
体
と
協
議
し

て
有
能
な
宗
教
家
を
推
薦
し
て
も
ら
い
、
あ
る
い
は
教

誨
師
を
希
望
す
る
宗
教
家
に
対
し
て
そ
の
資
格
を
審
査

し
、
適
切
な
矯
正
施
設
へ
紹
介
す
る
事
業
。
ち
な
み
に

現
在
約
一
、八
〇
〇
名
の
教
誨
師
を
擁
し
、
そ
の
所
属

す
る
教
宗
団
は
一
〇
〇
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年

一
〇
〇
名
近
く
の
宗
教
家
を
新
た
に
教
誨
師
と
し
て
委

嘱
し
て
い
る
。

教
誨
師
の
選
任
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
証

す
る
た
め
、
矯
正
施
設
別
の
所
属
教
誨
師
名
を
記
載
し

た
教
誨
師
名
簿
を
二
年
に
一
回
発
行
し
、
全
て
の
教
誨

師
、
矯
正
施
設
、
並
び
に
多
く
の
教
宗
団
、
そ
の
他
に

無
料
で
頒
布
し
て
い
る
。

教
誨
師
選
任　
　
　
　
　
　
　
　

　

費
用
総
額　
　
　
　
　
　
　
　

八
〇
、〇
〇
〇
円

「
全
国
教
誨
師
会
員
名
簿
」

　

費
用
総
額　
　
　
　
　
　

一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

五　

教
誨
活
動
充
実
発
展
の
た
め
の
事
業

教
誨
活
動
は
被
収
容
者
に
対
す
る
宗
教
的
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
り
人
間
性
の
回
復
が
図
ら
れ
、
そ
れ
が
改
善
更

生
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
宗
教
家
が
行
う
教

誨
活
動
は
教
誨
師
か
ら
個
々
の
被
収
容
者
に
対
し
て
直

接
働
き
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
教
誨
師
に

と
っ
て
は
、
ひ
た
す
ら
被
収
容
者
か
ら
希
望
が
出
さ
れ

る
こ
と
を
待
つ
の
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
教
誨
活
動
の
充
実
発
展
支
援
策
の
一
つ
と

し
て
、
被
収
容
者
に
対
し
て
教
誨
活
動
を
周
知
す
る
必

要
か
ら
教
誨
活
動
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
心
の
や
す
ら
ぎ
を
も

と
め
て
」
を
作
成
し
、
全
国
の
矯
正
施
設
に
無
料
配
布

し
、
入
所
時
指
導
や
刑
執
行
開
始
時
の
指
導
、
日
々
の

連
絡
事
項
の
一
部
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
し

た
。被

収
容
者
に
は
矯
正
施
設
に
入
っ
た
と
き
、
施
設
側

か
ら
教
誨
に
関
す
る
簡
単
な
説
明
を
受
け
て
は
い
る
が
、

日
々
の
生
活
に
関
す
る
多
く
の
細
か
な
事
柄
を
お
ぼ
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
、
教
誨
に
関
す
る
説
明
が
ど

の
程
度
理
解
さ
れ
る
か
、
は
な
は
だ
心
も
と
な
か
っ
た

が
、
教
誨
に
関
す
る
説
明
が
配
布
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

地
域
限
定
だ
が
、
視
聴
し
た
被
収
容
者
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
被
収
容
者
の
教
誨
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
多
く

の
被
収
容
者
に
教
誨
が
理
解
さ
れ
、
自
ら
教
誨
を
受
け

よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
効
果
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
検
証
を
行
う
と
と

も
に
、
更
に
よ
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
作
成
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
面
会
者
等
一
般
の
方
に
教
誨
活
動
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
す
る
。

教
誨
受
講
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成

　

費
用
総
額　
　
　
　
　
　
　

二
三
〇
、〇
〇
〇
円

全
共
通
経
費　
　
　
　
　
　
　
　

七
四
七
、〇
〇
〇
円

全
事
業
に
要
す
る
費
用
額
合
計　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
二
、九
三
二
、〇
〇
〇
円

○
借
入
れ
に
よ
る
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
予
定
は
な
い
。

※
こ
の
事
業
計
画
は
三
月
五
日
開
催
の
理
事
会
（
み
な
し

会
議
）
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
多
く

が
中
止
と
な
っ
て
い
る
。
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令和３年度正味財産増減予算書　　	 令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで　（単位：円）

科   　　  目 公益目的
事業会計 法人会計 令和３年度

予算（Ａ）
令和２年度
予算（Ｂ）

増減
（Ａ）－（Ｂ）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部

⑴経常収益
基本財産運用益 360, 000	 240, 000	 600, 000	 600, 000	 0	
　基本財産受取利息 360, 000	 240, 000	 600, 000	 600, 000	 0	
受取入会金 960, 000	 640, 000	 1, 600, 000	 1, 600, 000	 0	
　受取入会金 960, 000	 640, 000	 1, 600, 000	 1, 600, 000	 0	
受取会費 11, 100, 000	 7, 400, 000	 18, 500, 000	 19, 000, 000	 - 500, 000	
　受取会費 11, 100, 000	 7, 400, 000	 18, 500, 000	 19, 000, 000	 - 500, 000	
受取補助金等 10, 300, 000	 0	 10, 300, 000	 10, 300, 000	 0	
　受取民間補助金 10, 300, 000	 0	 10, 300, 000	 10, 300, 000	 0	
　　JKA 10, 000, 000	 10, 000, 000	 10, 000, 000	 0	
　　東京都共同募金 300, 000	 300, 000	 300, 000	 0	
受取寄附金 21, 100, 000	 6, 000, 000	 27, 100, 000	 27, 700, 000	 - 600, 000	
　受取寄附金 21, 100, 000	 6, 000, 000	 27, 100, 000	 27, 700, 000	 - 600, 000	
　　矯正協会 480, 000	 320, 000	 800, 000	 1, 100, 000	 - 300, 000	
　　仏教伝道協会 1, 500, 000	 0	 1, 500, 000	 1, 500, 000	 0	
　　企業関係 720, 000	 480, 000	 1, 200, 000	 1, 200, 000	 0	
　　宗団関係 6, 000, 000	 4, 000, 000	 10, 000, 000	 10, 300, 000	 - 300, 000	
　　協賛寄附金 2, 800, 000	 1, 200, 000	 4, 000, 000	 4, 000, 000	 0	
　　地方連盟関係 9, 600, 000	 0	 9, 600, 000	 9, 600, 000	 0	
雑収益 2, 130, 000	 360, 000	 2, 490, 000	 2, 490, 000	 0	
　雑収入 2, 130, 000	 360, 000	 2, 490, 000	 2, 490, 000	 0	
　　中央研修会参加費収入 700, 000	 700, 000	 700, 000	 0	
　　普通預金利息 20, 000	 20, 000	 20, 000	 0	
　　バッジ・マニュアル売上 20, 000	 20, 000	 20, 000	 0	
　　懇親会等会費 360, 000	 340, 000	 700, 000	 700, 000	 0	
　　その他 50, 000	 50, 000	 50, 000	 0	
　　国内自主研修参加費収入 1, 000, 000	 1, 000, 000	 1, 000, 000	 0	
経常収益計 45, 950, 000 14, 640, 000 60, 590, 000 61, 690, 000 - 1, 100, 000 

⑵経常費用
事業費 48, 408, 400	 48, 408, 400	 48, 683, 400	 - 275, 000	
　給料手当 4, 640, 400	 4, 640, 400	 4, 940, 400	 - 300, 000	
　退職給付費用 290, 000	 290, 000	 270, 000	 20, 000	
　法定福利費 534, 000	 534, 000	 534, 000	 0	
　福利厚生費 12, 000	 12, 000	 12, 000	 0	
　地方研修委託費 30, 000, 000	 30, 000, 000	 30, 000, 000	 0	
　新任教誨師研修費 1, 250, 000	 1, 250, 000	 1, 250, 000	 0	
　役員報酬 100, 000	 100, 000	 100, 000	 0	
　旅費交通費 4, 100, 000	 4, 100, 000	 5, 000, 000	 - 900, 000	
　通信運搬費 935, 000	 935, 000	 935, 000	 0	
　消耗什器備品費 110, 000	 110, 000	 110, 000	 0	
　減価償却費 0	 0	 0	 0	
　消耗品費 100, 000	 100, 000	 100, 000	 0	
　印刷製本費 3, 605, 000	 3, 605, 000	 2, 500, 000	 1, 105, 000	
　役務費 350, 000	 350, 000	 350, 000	 0	
　会議費 1, 000, 000	 1, 000, 000	 1, 200, 000	 - 200, 000	
　顕彰費 300, 000	 300, 000	 300, 000	 0	
　慶弔儀礼費 175, 000	 175, 000	 175, 000	 0	
　賃借料 200, 000	 200, 000	 200, 000	 0	
　諸謝金 500, 000	 500, 000	 500, 000	 0	
　租税公課 2, 000	 2, 000	 2, 000	 0	
　顧問報酬 0	 0	 0	
　支払手数料 15, 000	 15, 000	 15, 000	 0	
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科   　　  目 公益目的
事業会計 法人会計 令和３年度

予算（Ａ）
令和２年度
予算（Ｂ）

増減
（Ａ）－（Ｂ）

　諸会費 0	 0	 0	 0	
　事務費 80, 000	 80, 000	 80, 000	 0	
　雑費 110, 000	 110, 000	 110, 000	 0	
管理費 12, 182, 600	 12, 182, 600	 13, 037, 600	 - 855, 000	
　給料手当 3, 093, 600	 3, 093, 600	 3, 293, 600	 - 200, 000	
　退職給付費用 190, 000	 190, 000	 180, 000	 10, 000	
　法定福利費 356, 000	 356, 000	 356, 000	 0	
　福利厚生費 8, 000	 8, 000	 8, 000	 0	
　管区管理事務費 600, 000	 600, 000	 600, 000	 0	
　役員報酬 400, 000	 400, 000	 400, 000	 0	
　旅費交通費 3, 105, 000	 3, 105, 000	 3, 600, 000	 - 495, 000	
　通信運搬費 380, 000	 380, 000	 380, 000	 0	
　消耗什器備品費 80, 000	 80, 000	 80, 000	 0	
　減価償却費 0	 0	 0	 0	
　消耗品費 50, 000	 50, 000	 50, 000	 0	
　印刷製本費 1, 250, 000	 1, 250, 000	 1, 250, 000	 0	
　役務費 150, 000	 150, 000	 150, 000	 0	
　会議費 1, 000, 000	 1, 000, 000	 1, 170, 000	 - 170, 000	
　慶弔儀礼費 150, 000	 150, 000	 150, 000	 0	
　賃借料 100, 000	 100, 000	 100, 000	 0	
　諸謝金 0	 0	 0	
　租税公課 2, 000	 2, 000	 2, 000	 0	
　顧問報酬 1, 078, 000	 1, 078, 000	 1, 078, 000	 0	
　支払手数料 70, 000	 70, 000	 70, 000	 0	
　諸会費 30, 000	 30, 000	 30, 000	 0	
　事務費 60, 000	 60, 000	 60, 000	 0	
　雑費 30, 000	 30, 000	 30, 000	 0	
経常費用計 48, 408, 400 12, 182, 600 60, 591, 000 61, 721, 000 - 1, 130, 000 
評価損益等調整前当期経常増減額 -2, 458, 400	 2, 457, 400	 - 1, 000	 - 31, 000	 30, 000	
基本財産評価損益等 0	 0	
特定資産評価損益等 0	 0	
投資有価証券評価損益等 0	 0	
評価損益等計 0	 0	 0	 0	 0	

当期経常増減額 -2, 458, 400	 2, 457, 400	 - 1, 000	 - 31, 000	 30, 000	
　２．経常外増減の部 0	 0	

⑴経常外収益 0	 0	
中科目別記載 0	 0	
経常外収益計 0	 0	 0	 0	 0	

⑵経常外費用 0	 0	
中科目別記載 0	 0	
経常外費用計 0	 0	 0	 0	 0	

当期経常外増減額 0	 0	 0	 0	 0	
他会計振替額 0	 0	
当期一般正味財産増減額 -2, 458, 400	 2, 457, 400	 - 1, 000	 - 31, 000	 30, 000	
一般正味財産期首残高 -26, 408, 601	 46, 386, 918	 19, 978, 317	 20, 009, 317	 - 31, 000	
一般正味財産期末残高 -28, 867, 001	 48, 844, 318	 19, 977, 317	 19, 978, 317	 - 1, 000	

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0	 0	
債券償却額 -78, 828	 - 52, 552	 - 131, 380	 - 131, 380	 0	

当期指定正味財産増減額 -78, 828	 - 52, 552	 - 131, 380	 - 131, 380	 0	
指定正味財産期首残高 68, 550, 115	 45, 700, 077	 114, 250, 192	 114, 381, 572	 - 131, 380	
指定正味財産期末残高 68, 471, 287	 45, 647, 525	 114, 118, 812	 114, 250, 192	 - 131, 380	

Ⅲ　正味財産期末残高 39, 604, 286	 94, 491, 843	 134, 096, 129	 134, 228, 509	 - 132, 380	

（注）令和２年度予算の期首残高は、令和元年度正味財産増減計算書の期末残高とした。
　　　令和３年度予算の期首残高は、令和元年度正味財産増減計算書の期末残高に令和２年度正味財産増減予算書当期の正味財
　　産増減額を加減した額とした。
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� 
教
誨
師
紹
介
映
像
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
心
の
や
す

　

 
ら
ぎ
を
も
と
め
て
」（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

　

全
国
教
誨
師
連
盟
が
、
矯
正
施
設
の
刑
開
始
時
指
導
や

入
院
時
教
育
で
使
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
作
成
し
、

全
矯
正
施
設
に
送
付
し
た
教
誨
師
紹
介
映
像
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
心

の
や
す
ら
ぎ
を
も
と
め
て
」
少
年
施
設
用
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
紹
介
し
ま
す
。（
刑
事
施
設
用
で
は
集
合
教
誨
の
紹
介

を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
す
。）

　

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
矯
正
局
か
ら
各
施

設
に
そ
の
利
用
を
勧
め
る
文
書
を
発
出
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

１　

皆
さ
ん
は
、
お
正
月
に
初
日
の
出
を
見
に
行
っ
た
り
、

初
詣
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
リ
ま
せ
ん
か
。
清
々
し
さ
や

大
き
な
力
を
感
じ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　

そ
の
気
持
ち
は
、
私
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
昔
か
ら
、

多
く
の
人
た
ち
が
感
じ
て
き
た
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
、
ど
う
生
き
る
か
。
そ
の
生
き
方
を
教
え
て
く

れ
る
の
が
宗
教
で
す
。

２　

「
教
誨
」
と
い
う
言
葉
を
、
み
な
さ
ん
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。「
教
誨
」
と
は
「
教
え
、
さ
と
す
」
と
い

う
意
味
で
す
。
す
な
わ
ち
、
人
と
し
て
の
生
き
方
や
考

え
方
を
自
身
に
問
い
、
宗
教
者
と
共
に
見
つ
め
直
す
こ

と
な
の
で
す

３　

教
誨
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
宗
教
者
を「
教
誨
師
」

と
言
い
ま
す
。
仏
教
・
神
道
・
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
、
様
々

な
宗
教
の
教
誨
師
が
、
矯
正
施
設
に
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
義
に
基
づ
い
て
教
誨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４　

個
人
教
誨
で
は
、
親
族
や
先
祖
、
被
害
者
に
対
す
る

供
養
や
弔
い
の
ほ
か
、
様
々
な
悩
み
に
対
し
て
宗
教

的
な
観
点
か
ら
の
助
言
が
行
わ
れ
ま
す
。
個
人
教
誨
は
、

場
所
に
も
配
慮
し
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
プ
ラ
イ
パ

シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

５
（
と
あ
る
少
年
の
手
記
よ
り
）

　
　

僕
の
父
は
今
年
二
月
に
、
胃
ガ
ン
と
い
う
病
気
で
こ

の
世
を
去
り
ま
し
た
。
僕
は
そ
の
日
を
、
少
年
院
と

い
う
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
た
場
所
で
迎
え
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　

父
の
病
状
は
知
っ
て
い
て
、
覚
悟
は
し
て
い
た
も
の

の
、
父
に
対
し
て
本
当
に
す
ま
な
い
と
い
う
気
持
ち
と
、

少
年
院
に
入
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
自
分

自
身
へ
の
情
け
な
さ
で
、
胸
が
張
り
さ
け
そ
う
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
僕
に
対
し
て
少
年
院
の
先

生
方
が
配
慮
し
て
く
だ
さ
り
、
個
人
教
誨
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
手
配
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
僕
の
個
人
教

誨
に
は
地
元
の
お
寺
の
教
誨
師
の
先
生
が
来
て
く
だ

さ
っ
て
、
僕
と
僕
の
父
の
た
め
に
お
経
を
読
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
読
経
は
も
ち
ろ
ん
、
先
祖
の
お
墓
や
仏

様
に
手
を
合
わ
せ
て
祈
っ
た
り
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た

僕
で
す
が
、
か
つ
て
祖
父
母
や
父
母
が
皆
こ
う
し
て
手

を
合
わ
せ
て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
　

「
君
の
お
父
さ
ん
は
死
ん
で
火
葬
さ
れ
、
目
に
見
え

な
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
君
の
心
の
中

で
生
き
続
け
、
ず
っ
と
君
の
側
で
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
、
目
に
見
え
る
付
き
合
い
方
で
は
な

く
、
心
で
通
じ
合
う
付
き
合
い
方
を
し
て
い
く
ん
だ

よ
。」

　
　

こ
の
お
話
は
僕
の
心
に
し
っ
か
り
と
焼
き
つ
き
ま
し

た
。

　
　

僕
が
父
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
や
、
学
ん
だ
こ
と
は
今

の
自
分
の
中
で
生
き
続
け
て
い
ま
す
。　

　
　

そ
し
て
僕
が
大
人
に
な
り
親
と
な
っ
た
時
に
、
僕
の

子
供
に
語
り
継
い
で
い
け
ば
、
そ
れ
は
ず
っ
と
生
き
続

け
ま
す
。

　
　

個
人
教
誨
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
父
の
死

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
ま

た
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
き
ち
ん
と
整
理
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

６　

も
し
自
分
の
宗
教
・
宗
派
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
個

人
教
誨
を
受
け
る
事
に
遠
慮
は
い
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

中
に
「
何
か
」
溜
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
し
た

ら
、
そ
れ
を
外
に
出
す
事
は
非
常
に
大
切
な
事
な
の
で

す
。
ま
ず
は
話
し
て
み
ま
し
よ
う
。

７　

で
は
、
実
際
に
教
誨
を
受
け
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
個
人
教
誨
は
宗
教
行
事

と
異
な
り
、
自
分
か
ら
希
望
を
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

個
人
教
誨
の
希
望
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は
個
人
教
誨
に

興
味
や
関
心
が
あ
る
場
合
は
担
当
の
職
員
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
い
手
続
き
に
関
し
て
は
職
員
が
説
明

し
て
く
れ
ま
す
。

８　

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
教
誨
は
、
い
ろ
い
ろ
な
宗
教

者
が
行
う
た
め
、
一
般
的
に
は
「
宗
教
教
誨
」
と
呼
び

ま
す
。
宗
教
を
信
仰
し
て
い
る
、
と
い
う
自
覚
が
な
い

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
生
活
の
一
部
で
あ
り
、
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自
己
の
生
き
方
を
振
り
返
り
、
新
し
い
自
分
と
出
会
う

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
宗
教
は
文
化
に
も
と
て
も
深
く
根
付
い
て
お

り
、
普
段
は
意
識
し
て
い
な
く
と
も
、
そ
の
行
動
自
体

が
宗
教
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
非
常
に
多

く
あ
る
の
で
す
。
宗
教
は
生
き
方
そ
の
も
の
、
難
し
く

考
え
る
こ
と
は
有
り
ま
せ
ん
。

９　

「
困
っ
た
と
き
の
神
頼
み
」
と
、
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
人
間
が
本
質
的
に
「
心
の
や
す
ら
ぎ
」
を
求

め
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。
教
誨
を
受
け
、

自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
事
に
よ
り
、
物
事
の
見
方
や
、

考
え
方
が
変
わ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
あ
な
た
の
不
安

や
悩
み
に
寄
り
添
い
ま
す
。

　
　

教
誨
師
は
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。
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� 
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
公
益
資
金
補
助
事
業

一　

令
和
二
年
度
の
競
輪
公
益
資
金
（
Ｊ
Ｋ
Ａ
）
に
よ
る

補
助
金
対
象
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
研
修
会
を
開
催
し
た
の
は
名
古
屋
矯
正

管
区
教
誨
師
研
修
大
会
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
名
古
屋

矯
正
管
区
教
誨
師
連
盟
事
務
局
に
は
、
次
の
と
お
り
送

金
し
ま
し
た
。

総　

額　
　
　
　
　

四
一
七
、七
八
一
円
（
名
古
屋
）

二　

令
和
三
年
度
の
競
輪
公
益
資
金
（
Ｊ
Ｋ
Ａ
）
に
よ
る

補
助
事
業
総
額
を
二
三
、六
〇
四
、〇
〇
〇
円
と
し
、
そ

の
半
額
相
当
の
一
一
、八
〇
二
、〇
〇
〇
円
を
申
請
し
ま

し
た
。
本
年
四
月
一
日
付
け
で
補
助
金
総
額

一
一
、八
〇
二
、〇
〇
〇
円
の
内
定
通
知
書
の
伝
達
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
と
同
様
に
要
求
し
た
補
助
事

業
総
額
の
半
額
相
当
の
補
助
金
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

し
か
し
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
影
響
か
ら
、
本
年
度
開
催
予
定
さ

れ
て
い
た
各
矯
正
管
区
教
誨
師
連
盟
の
研
修
会
の
多
く

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
か
ら
の
補
助
金

は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
考
ま
で
に
令
和
三
年
度
の
補
助
金

内
定
金
額
（
予
定
額
）
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
（
補
助
金
額
に
は
、
旅
費
と
会
場

費
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。）。

札
幌
管
区　
　
　

一
、四
七
一
、九
〇
〇
円（
旭　

川
）

仙
台
管
区　
　
　

一
、一
三
三
、〇
〇
〇
円（
山　

形
）

東
京
管
区　
　
　

三
、八
三
五
、六
〇
〇
円（
静　

岡
）

名
古
屋
管
区　
　

一
、六
二
五
、〇
〇
〇
円（
富　

山
）

広
島
管
区　
　
　
　

七
五
〇
、〇
〇
〇
円（
岡　

山
）

高
松
管
区　
　
　
　

六
三
七
、〇
〇
〇
円（
愛　

媛
）

福
岡
管
区　
　
　

二
、〇
八
五
、五
〇
〇
円（
宮　

崎
）

中　
　

央　
　
　
　

二
六
四
、〇
〇
〇
円　
　
　
　

総　
　

額　
　

一
一
、八
〇
二
、〇
〇
〇
円

三　

令
和
四
年
度
Ｊ
Ｋ
Ａ
補
助
事
業
を
計
画
す
る
あ
た
り
、

Ｊ
Ｋ
Ａ
補
助
事
業
審
査
・
評
価
委
員
会
か
ら
の
主
な
意

見
と
し
て
「
次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
要
望
す
る
場
合
、

実
施
会
場
を
ど
の
よ
う
に
選
定
し
て
い
る
の
か
理
由
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
附
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で

ご
留
意
ね
が
い
ま
す
（
研
修
会
場
を
選
定
す
る
際
に
は
、

研
修
実
施
会
場
の
選
定
方
法
と
会
場
借
上
料
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
倹
約
に
努
め
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。）。

四　

令
和
四
年
度
の
Ｊ
Ｋ
Ａ
に
提
出
す
る
補
助
金
要
望
書

に
つ
い
て
、
各
管
区
連
盟
を
通
し
て
関
係
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

五　

令
和
三
年
度
・
四
年
度
の
研
修
会
の
統
一
テ
ー
マ
は

「
新
し
い
時
代
と
共
に
」で
す
。
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　
　

　

競
輪
公
益
資
金
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

補
助
事
業
完
了
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
度
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
競
輪
公
益
資

金
の
補
助
金
を
受
け
て
、
左
記
の
事
業
を
完
了
い
た

し
ま
し
た
。

記

１　

事
業
名

　
　

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
地
域
社
会
の
安
全
・

　

安
心
に
資
す
る
活
動
補
助
事
業
（
教
誨
師
研
修
会

　

の
開
催
）

２　

事
業
の
内
容

　
　

教
誨
師
管
区
研
修
会
（
名
古
屋
矯
正
管
区
）

３　

補
助
金
額　
　

四
一
七
、七
八
一
円

４　

完
了
年
月
日　

令
和
三
年
二
月
四
日

　
　
　

あ 

と 

が 

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
「
教
誨
師
連
盟
だ
よ
り
」
第
六
一
号
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

◆
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
教
誨
活
動
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
状
況

で
す
が
、
教
誨
師
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
負
け
ず
に
、
ご
健
康
で
毎
日

お
過
ご
し
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局　

佐
藤
）


